
令和４年度 港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 総会 

次 第 

 
日時 令和４年５月 26 日（木） 

午後２時 30 分 開場 
午後３時 00 分 開始 

場所 港北公会堂 講堂 
 

１ あいさつ 

港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 議長 関 治美 

 

２ 議 題 

（１） 会則の改正について 

（２） 令和３年度事業報告について 

（３） 令和３年度歳入歳出決算について 

（４） 令和３年度会計監査報告について 

（５） 役員の改選について 

（６） 令和４年度事業計画（案）について 

（７） 令和４年度歳入歳出予算（案）について 

 

３ 情報提供 

（１） 地震・風水害における区の取組について【総務課】 

 ア 避難所用間仕切りテントの配備について 

 イ 在宅避難啓発リーフレットの配布について 

（２） 令和４年度地域防災拠点の訓練について【総務課】 

 ア 港北区地域防災拠点の今年度の取組について 

 イ 段ボール製間仕切り等を活用した地域防災拠点における訓練の実施について  

 ウ 備蓄食料の有効活用について 

 エ 「地域防災活動奨励助成金」の申請等について 

（３） 地域防災拠点運営研修のご案内【総務局地域防災課】 

（４） 地域防災拠点備蓄倉庫におけるガソリンの保管について【総務局地域防災課】 

（５） 災害時のペット対策・井戸について【生活衛生課】 

（６） 発災時の医療機関開設報告書の取扱いについて【福祉保健課】 

（７） 災害時の飲料水の確保 訓練・体験メニューについて【水道局菊名水道事務所】 

（８） 地域防災拠点の無線通信について【アマチュア無線非常通信協力会】 

（９） 災害ボランティア連絡会について【災害ボランティア連絡会】 

（１０） 太尾小学校区防災まちづくり連携の防災功労者内閣総理大臣表彰受賞について 

                                         【太尾小地域防災拠点運営委員会】 

４ おわりに 

   港北区長 漆原 順一 
（資料配布のみ）「女性の視点で取り組む防災」動画 DVD 

【政策局男女共同参画推進課】 

 



 

 

 

 

 

令和４年度 港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 総会 

議案書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和４年５月 26 日（木） 

港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 
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議題１ 

令和４年５月 26 日 

 

港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 

構成員 各位 

 

港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 

議長 関 治美 

 

港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 会則の改正について 

 

 港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会（以下、「協議会」といいます。）では、そ

の運営にあたり会則を定めています。この度、次のとおり会則の改正を御提案しますの

で、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

１ 改正内容 

（１）会則条文中の「議長」を「会長」に、「副議長」を「副会長」に改めます。 

（２）第３条第１項中の「会長」を「委員長」に改めます。 

 

２ 改正目的 

（１）「議長」を「会長」に、「副議長」を「副会長」を改めることで、協議会の代表者 

等の職務が会議を統括するのみではないことを明確にします。 

（２）各運営委員会の代表者の名称を正しいものに改めます。 

 

３ 改正案及び新旧対照表 

  別紙１、２のとおり 

(担当） 

事務局（港北区総務課内）新井田、滝沢 

TEL:540-2206、FAX:540-2209 

２ 



別紙１ 

（改正案） 

 

港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 会則 

                     

 （目的及び設置） 

第１条  港北区内の地域防災拠点運営委員会（以下「運営委員会」という。）相互の緊密な 

連絡及び連携を図ることによって、港北区内の防災力の向上に寄与することを目的とし、 

港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会（以下「協議会」という。）を置く。 

 （所轄事務） 

第２条 協議会は、次の各号に掲げる事項について協議するものとする。 

 （１）港北区内の防災対策に関すること。 

 （２）運営委員会の運営助成に関すること。 

 （３）防災に係る研修及び訓練等の支援に関すること。 

 （４）協議会の予算及び決算に関すること。 

 （組織及び役員） 

第３条 協議会は、運営委員会委員長又は委員長の指名する者、顧問及び参与をもって組織する。 

２ 顧問は、次の者をもって充てる。 

 （１）区長 

 （２）消防団長 

 （３）消防署長 

３ 参与は，次の者をもって充てる。 

 （１）地区連合会長 

 （２）港北消防団の団長が指名する消防団の団員 

 （３）地域防災拠点として指定された学校の校長 

 （４）福祉避難所となり得る施設の長 

 （５）消防署長が指名する消防署の職員 

 （６）区長が指名する区の職員 

 （７）その他会長が必要と認める者 

４ 協議会に、次の役員を置く。 

 （１）会長 １名 

 （２）副会長 ２名 

 （３）監事 ２名 

５ 役員は、構成員の互選によって定める。 

６ 役員の任期は２年とし、再任を妨げない。 

７ 役員に欠員が生じた場合、補充再任する。その場合の補充役員の任期は前任者の残任 

 期間とする。 

３ 



別紙１ 

  

（役員の任務） 

第４条 会長は、協議会を代表し、会議を統括する。 

２ 副会長は、議会を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 

３ 監事は、会計を監査する。 

 （会議） 

第５条 協議会の会議は、必要の都度開催するものとする。 

２ 協議会の会議は、会長が招集する。 

 （経費） 

第６条 協議会の経費は、横浜市からの助成金、その他の収入をもって充てる。 

 （会計年度） 

第７条 協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わるものとする。 

 （事務局） 

第８条 協議会の事務局は、港北区役所総務部総務課（港北区大豆戸町26-１）に置く。 

 （委任） 

第９条 この会則に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定 

 める。 

  附 則 

 （施行期日） 

１ この会則は、平成８年６月５日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 第７条の規定にかかわらず、協議会の設立初年度の会計年度は、この会則の施行の日 

 から平成９年３月３１日までとする。 

  附 則（平成９年３月１７日議決） 

 この会則は，構成員の議決のあった日から施行する。 

  附 則（平成１１年６月７日議決） 

 この会則は，構成員の議決のあった日から施行する。 

附 則（令和 年 月 日議決） 

 この会則は，構成員の議決のあった日から施行する。 

 

 

 

４ 



別紙２ 
 

新旧対照表 

現行 改定案 

港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 会則 

 

（組織及び役員） 

第３条 

協議会は、運営委員会の会長又は会長の指 

名する者、顧問及び参与をもって組織する。 

 

第２項省略 

 

３ 参与は，次の者をもって充てる。 

 （１）地区連合会長 

 （２）港北消防団の団長が指名する消防団の団員 

 （３）地域防災拠点として指定された学校の校長 

 （４）福祉避難所となり得る施設の長 

 （５）消防署長が指名する消防署の職員 

 （６）区長が指名する区の職員 

 （７）その他議長が必要と認める者 

４ 協議会に，次の役員を置く。 

 （１）議長 １名 

 （２）副議長 ２名 

 （３）監事 ２名 

（役員の任務） 

第４条 議長は，協議会を代表し，会議を統括する。 

２ 副議長は，議会を補佐し，議長に事故あると

き又は議長が欠けたときは，その職務を代理する。 

３ 監事は，会計を監査する。 

 （会議） 

第５条 協議会の会議は，必要の都度開催するもの

とする。 

２ 協議会の会議は，議長が招集する。 

 （委任） 

第９条 この会則に定めるもののほか，協議会の運

営に関し必要な事項は，議長が別に定める。 

 

港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 会則 

 

（組織及び役員） 

第３条 

協議会は、運営委員会委員長又は委員長の指名

する者、顧問及び参与をもって組織する。 

 

第２項省略 

 

３ 参与は，次の者をもって充てる。 

 （１）地区連合会長 

 （２）港北消防団の団長が指名する消防団の団員 

 （３）地域防災拠点として指定された学校の校長 

 （４）福祉避難所となり得る施設の長 

 （５）消防署長が指名する消防署の職員 

 （６）区長が指名する区の職員 

 （７）その他会長が必要と認める者 

４ 協議会に，次の役員を置く。 

 （１）会長 １名 

 （２）副会長 ２名 

 （３）監事 ２名 

（役員の任務） 

第４条 会長は，協議会を代表し，会議を統括する。 

２ 副会長は，議会を補佐し，会長に事故あると

き又は会長が欠けたときは，その職務を代理する。 

３ 監事は，会計を監査する。 

 （会議） 

第５条 協議会の会議は，必要の都度開催するもの

とする。 

２ 協議会の会議は，会長が招集する。 

 （委任） 

第９条 この会則に定めるもののほか，協議会の運

営に関し必要な事項は，会長が別に定める。 

 

５ 



別紙２ 
 

  附 則 

 （施行期日） 

１ この会則は，平成８年６月５日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 第７条の規定にかかわらず，協議会の設立初年

度の会計年度は，この会則の施行の日 

 から平成９年３月３１日までとする。 

  附 則（平成９年３月１７日議決） 

 この会則は，構成員の議決のあった日から施行す

る。 

  附 則（平成１１年６月７日議決） 

 この会則は，構成員の議決のあった日から施行す

る。 

 

 

 

  附 則 

 （施行期日） 

１ この会則は，平成８年６月５日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 第７条の規定にかかわらず，協議会の設立初年

度の会計年度は，この会則の施行の日 

 から平成９年３月３１日までとする。 

  附 則（平成９年３月１７日議決） 

 この会則は，構成員の議決のあった日から施行す

る。 

  附 則（平成１１年６月７日議決） 

 この会則は，構成員の議決のあった日から施行す

る。 

  附 則（令和 年 月 日議決） 

 この会則は，構成員の議決のあった日から

施行する。 
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議題２ 

  

令和３年度事業報告書 

 
 

 事業内容  期日・場所等 

 １ 会議の開催 

(1)  港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 総会の開催 

（令和２年度事業報告及び決算、令和３年度事業計画書及び予算

の議決、その他情報提供） 

 

(2)  港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 連絡会の開催 

（各地域防災拠点運営訓練の事例発表、その他情報提供） 

 

 

２ 運営委員会の防災体制の整備及び強化 

(1)  地域防災活動奨励助成金の交付      

(120,000円×29拠点、訓練経費･資機材の点検費用等に活用) 

 

(2)  地域防災拠点運営訓練の実施 

（開設・運営、情報受伝達、資機材取扱い等を訓練） 

 

（3） アマチュア無線非常通信協力会港北支部による情報受伝達訓練 

（各地域防災拠点及び区本部との通信実施） 

  ※（2）、（3）は、新型コロナウイルス感染症により、一部拠点での実施 

 

３ 防災備蓄庫資機材の点検 

エンジンカッター、発電機、移動式炊飯機の点検 

 

４ 備品等の購入 

    備蓄庫照明用電池等の購入 

 

 令和３年６月９日（水） 

書面開催 

 

 

令和３年12月24日（金） 

書面開催 

 

 

29拠点交付 

 

 

 

通  年 

 

 

通  年 

 

 

 

 実施せず 

 

 

 

通  年 

 

７ 



議題３

＜内訳＞

１　歳入の部 単位：円

項　　目 予算額① 決算額② 差引①－② 説　　明

横浜市地域防災活動奨励助成金 3,480,000 3,480,000 0 12万円×29拠点
日本赤十字港北地区委員会事業助成金 500,000 500,000 0
繰越金 107,320 107,320 0 前年度からの繰越金

収入合計 4,087,320 4,087,320 0

２　歳出の部 単位：円

項　　目 予算額① 決算額② 差引①－② 説　　明

横浜市地域防災活動奨励助成金 3,480,000 3,480,000 0
全29拠点に12万円ずつ配
付

防災資機材点検費 400,000 0 400,000 実施せず

防災資機材購入費等 150,000 524,565 △ 374,565 拠点照明用乾電池等の購入

事務費 57,320 25,080 32,240 助成金等の振込手数料

支出合計 4,087,320 4,029,645 57,675

歳入総額 4,087,320 円

歳出総額 4,029,645 円

差引残高 57,675 円

令和3年度

歳入・歳出 決算書

8

※残高は繰越金として令和４年度予算に計上します





    議題５ 

10 

役員の改選（案） 
 

【現   行】 
                            

役   職 氏   名(敬称略) 

会   長 

新吉田あすなろ連合町内会長 
関 治美 

副 会 長 

篠原地区連合自治会長 
川島 武俊 

副 会 長 

日吉地区連合町内会長 
小島 清 

監   事 

港北消防団副団長 
石川 賢治 

監   事 

箕輪小学校 校長 
井上 強 

 
【改 選 後】 
                            

役   職 氏   名 

会  長 

 
 

副 会 長 

 
 

副 会 長 

 
 

監   事 

 
 

監   事 

 
 

 



議題６ 

 

 

 

令和４年度事業計画書（案） 
 
 

 事業内容  期日・場所等 

 １ 会議の開催 

(1) 港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 総会の開催 

（令和３年度事業報告及び決算、令和４年度事業計画書及び令

予算の議決） 

(2) 港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 連絡会の開催 

（各地域防災拠点運営訓練の事例発表等）  

※ 同日実施予定 防災講演会 講師調整中 

 

 

２ 運営委員会の防災体制の整備及び強化 

 (1) 地域防災活動奨励助成金の交付 

   (120,000円×29拠点、訓練経費･資機材の点検費用等に活用) 

 (2) 各地域防災拠点運営訓練の実施 

     （情報受伝達、資機材取扱い等を訓練） 

（3） アマチュア無線非常通信協力会港北支部による情報受伝達訓練 

（各地域防災拠点29拠点及び区本部との通信実施） 

  

３ 防災備蓄庫資機材の点検 

  エンジンカッター、発電機、移動式炊飯機の点検 

 

 ４ 資機材等の購入 

    

 

 

 

 令和４年５月26日（木） 

 

 

令和４年12月（予定） 

港北公会堂 

  

 

 

 

29拠点交付 

 

通  年 

 

通  年 

 

 

８～９月を予定 

 

 

通年 
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議題７

12

＜内訳＞

１　歳入の部 単位：円

項　　目 本年度予算額① 前年度予算額② 差引①－② 説　　明

横浜市地域防災活動奨励助成金 3,480,000 3,480,000 0 12万円×29拠点

日本赤十字港北地区委員会事業助成金 500,000 500,000 0

繰越金 57,675 107,320 △ 49,645 前年度からの繰越金

収入合計 4,037,675 4,087,320 △ 49,645

２　歳出の部 単位：円

項　　目 本年度予算額① 前年度予算額② 差引①－② 説　　明

横浜市地域防災活動奨励助成金 3,480,000 3,480,000 0
全29拠点に12万円ずつ
配付

防災資機材点検費 400,000 400,000 0
備蓄資機材点検の委託
費

防災資機材購入費等 100,000 150,000 △ 50,000 備蓄用資機材の購入等

事務費 57,675 57,320 355
振込手数料及び事務用
品の購入等

支出合計 4,037,675 4,087,320 △ 49,645

歳入総額 4,037,675 円

歳出総額 4,037,675 円

差引残高 0 円

令和4年度
 歳入・歳出予算書（案)



令和4年度地域防災拠点運営委員会連絡協議会名簿（R040526時点）　        　 （敬称略）
運営委員会

会　長 課　長

1 城郷小 阿藤　孝文 三瓶　淳 税務課担当係長 神成　和博

2 小机小 牧　義一 鈴木　康史 資源化推進担当係長 矢野　俊秀

会計係長 浅石　達也

環境衛生係長 吉橋　栄吉

4 篠原小 岩崎　明文 松久保　伸子 戸籍課担当係長 堀込　ひとみ

5 篠原西小 川島　武俊 金子　博美 こども家庭係長 矢原　亜紀

税務課担当係長 吉木　彰子

地域包括ケア推進担当係長 飛松　晃二郎

7 菊名小 颯田　忠能 野間　義晴 企画調整係長 茅野　圭衣子

8 大豆戸小 小林　堯 田副　聡 地域活動係長 宮澤　ゆう子

9 大綱小 花岡　正敏 高橋　亨 事業企画担当係長 久保村　駿

10 太尾小 竹崎　理浩 館　雅之 生涯学習支援係長 小松　高志

11 師岡小 鈴木　大成 川村　智子 区民施設担当係長 野口　義人
税務課長

津留　玲子

戸籍課担当係長 古屋　彩香

戸籍課担当係長 鈴木　恵子

13 樽町中 小泉　亨 八木　範夫 収納担当係長 野崎　貴之 保険年金課長
坂本　義一

14 綱島小 竹生　寿夫 徳江　武司 広報相談係長 須崎　智行

15 北綱島小 山根　英洋 月橋　準弥 戸籍課担当係長 渡邊　朗

16 綱島東小 佐藤　誠三 三橋　国雄 滞納整理担当係長 里居　真一

17 日吉台小 米川　武夫 吉井　宣明 税務課担当係長 吉谷　悠

18 日吉南小 齋籐　忠一 山中　真紀子 統計選挙係長 伊藤　智啓

19 矢上小 足立　弘 岸　俊介 税務課担当係長 鈴木　順弘

20 駒林小 青　博孝 西尾　武泰 保険係長 後藤　由樹

21 下田小 重田　清志 宮本　仁志 税務課担当係長 斉藤　菜穂子

22 高田中 篠原　力 横田　由美子 こども家庭支援課担当係長 山岸　隼人

23 高田東小 山本　正史 小田　和宏 給付担当係長 松川　敏樹

24 新田中 関　治美 宮崎　智洋 予算調整係長 元木　拓也
戸籍課長

二宮　繁治
新羽出張所長

天道　紘貴

25 新吉田第二小 森　博重 板橋　典子 高齢・障害係長 冨田　倫子
高田出張所長

天野　雅巳

26 新吉田小 末永　佑己 関谷　道代 地域力推進担当係長 上野　達也

27 新田小 土志田　勉 村岡　靖 税務課担当係長 山内　孝樹

28 新羽小 尾出　清和 佐藤　恵子 食品衛生係長 中角　実男
総務課長

野村　絹恵

29 箕輪小 小島　清 井上　強 まちづくり調整担当係長 川尻　拓哉
区政推進課長

柏崎　崇宏
日吉出張所長

田代　徹

12 大曽根小 髙橋　静明 宮本　雅司

学校支援・こども担当課長
佐藤　治憲

区政推進課長
柏崎　崇宏

地域振興課長
岸本　弘之

税務課担当課長
江成　昭広

新羽出張所長
天道　紘貴

区　　役　　所

こども家庭支援課長
吉田　勇一

篠原出張所長
相澤　秀明

港北消防署総務・
予防課予防係長

千葉 陽

生活支援課長
大川　昭博

綱島出張所長
伊藤　健太

高齢・障害支援課長
林　正隆

生活衛生課長
松木　諭和

高田出張所長
天野　雅巳

日吉出張所長
田代　徹

小机出張所長
新倉　浩一

消防署

6 港北小 蒔野　秀治 山口　昭代

福祉保健課長
丹野　久美

避難場所名
係　長

3 城郷中 防後　優子

学校長

佐久間　大



令和４年５月 26日 

 

地域防災拠点運営委員会委員長 

 

 

避難所用間仕切りテントの配備について（情報提供） 

 

 １ 目的 

災害時に開設する避難場所において感染症拡大を防止するため、避難者一人ひとりの間隔を

速やかに確保できる間仕切りテントを配備します。 

 

 ２ 配備の考え方 

風水害時に避難場所として開設する可能性が高い 17 の地域防災拠点に間仕切りテントを 33

個ずつ（バスケットコート１面分相当）配備 します。令和３年度の８拠点への配備に引き続き、

令和４年度は７拠点、令和５年度は２拠点に配備する予定です。 

     

令和４年度配備予定拠点 

(1) 日吉台小学校 (4) 矢上小学校 (7) 師岡小学校 

(2) 菊名小学校 (5) 駒林小学校 
 

(3) 高田中学校 (6) 篠原小学校 

※令和５年度は、港北小学校、下田小学校に配備予定 

 

【間仕切りテントのイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ その他 

間仕切りテントが配備されていない地域防災拠点を避難場所として開設する場合は、避難者一

人ひとりの距離の確保に努めるとともに、区役所からの要請に基づいて民間事業者から供給され

る段ボール製間仕切り等を活用します。 

 

拠 点 連 絡 協 議 会 総 会 
情 報 提 供 資 料 ( 1 ) ア 

 

（担当） 

総務課防災担当 大工保、亀本 

TEL：540-2206、FAX：540-2209 
 



令和４年５月 26日 

 

地域防災拠点運営委員会委員長  

 

 

在宅避難啓発リーフレットの配布について 

 

港北区役所では、発災時に可能な限り住み慣れた御自宅で避難生活を送っていただく「在

宅避難」について広くお知らせするため、自宅の安全対策や備蓄品の準備などの日頃の備え

について御紹介する「在宅避難啓発リーフレット」を作成しました。在宅避難は、今般の新

型コロナウイルス感染症に係る避難所の感染対策の一つとしても有効ですので、各地域防災

拠点運営委員会内での周知にお役立ていただけましたら幸いです。 

 

１ 主な内容 

（1）避難生活場所の選択方法について 

（2）自宅の安全対策や備蓄品など日頃の備えについて 

（3）大地震発生時のトイレの使用について 

（4）災害情報の取得方法について 

 

２ 配布場所 

区役所４階 44番窓口 

 

３ その他 

  まとまった部数が必要な場合は、担当までお申し付けください。 

 

 

（担当） 

総務課防災担当 新井田、滝沢 

TEL：540-2206、FAX：540-2209 
 

拠 点 連 絡 協 議 会 総 会 
情 報 提 供 資 料 ( １ ) イ 

 



大きな地震が起きたら、
地域防災拠点に避難するものと
思っていませんか？

大きな地震が起きたら、
地域防災拠点に避難するものと
思っていませんか？

地震が発生したら地域防災拠点（指定避難所）に避難するもの！
と思っていませんか？

地域防災拠点（指定避難所）は倒壊や焼失などで自宅等に住めない人が避難生活を送る場所です。
揺れが収まり危険がなくなったら、まずは自宅や親戚の家で避難生活を行えるか確認しましょう！

　地域防災拠点の収容可能人数は、感染症まん延防止の観点から以
前より少なくなっています。自宅やご親戚の家などで避難生活を送る
方が制約も少なく、ストレスも少ない避難生活を送ることができます。

日本全国で毎年大きな地震が発生しています。
皆さんが住んでいる港北区でも明日大地震が起きる可能性もあります！
※2021年には東日本大震災以来10年ぶりに港北区で震度５弱の地震が起きました。
また、全国地震動予測地図2020年度版では、港北区は2020年から30年間に震度６弱以上
の揺れに見舞われる確率が最も高いエリアに指定されています。

避難生活場所の選択方法

地域防災拠点 在宅避難

判断1 自宅の危険を見極める

危
険
や
不
安
を
感
じ
た
ら
地
域
防
災
拠
点
へ

自宅での生活ができなければ
地域防災拠点へ

危険がなければ判断2へ

不安がなければ
自宅にとどまる

判断2 自宅で生活できるか確認

●自宅の家屋に倒壊などの被害があるか？※
●隣家の倒壊・火災などで自宅に影響があるか？
●家具や食器などが散乱しているか？

●生活していくうえで他人のサポートが必要か？
●必要な備蓄品があるか（使える状態か）？

チェック
ポイント

チェック
ポイント

在宅避難には
様々なメリット
があります！

　在宅避難者でも地域防災拠点
で仮設トイレの使用や食料や物資
の供給を受けることができます！
※発災直後は必要な物資を全員に提供
することは困難です。

大地震発生後のトイレの使用について
　大地震が起きると水が止まったり、水は使用できても下水管が破損して水が流れなく
なったりし、トイレが使用できなくなります。無理に使用すると、逆流したり、マンション
では、下の階で汚物があふれ出てしまったりすることがあります。

　水を使用でき、配管の破損などがないことが確認できる場合は、トイレが使用できる可能性もあります。

●地域防災拠点にさまざまな情報が掲示されます。
●テレビ・ラジオから情報を収集しましょう。

●ホームページ、アプリなどを確認しましょう

Q 在宅避難している人も地域防災拠点のトイレを利用できますか? 
A

Q 在宅避難している人でも食料等の配給を受けることはできるのでしょうか?
A 在宅避難している方は、指定されている地域防災拠点に避難者カードを提出するこ
とで、避難者として登録されます。在宅避難者も含めて登録された避難者数を目安
に食料や水など支援物資が地域防災拠点に届けられ、受け取ることができます。
ただし、到着には日数がかかりますので、ご自身で1週間分（最低３日分）の食料を
備蓄しましょう。

下水道が使用できなくなった場合は、地域防災拠点に下水道直結式仮設トイレ
やくみ取り式仮設トイレを設置します。災害時は、誰でも使用できます。

情報の取得 在宅避難をするうえで正確な情報を収集しましょう！

https://www.city.yokohama.lg.jp/kohoku/kurashi/bosai_bohan/saigai/

〈港北区ホームページ〉

検索港北区　防災・災害
港北区の防災に関する情報を掲載しています。

〈港北区防災情報アプリ〉
港北区の防災に関する情報を集約しています。
災害時は地図上で開設中の避難所の確認等
ができます。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

使
用
は
で
き
る
？

使用
困難

使用
可能

iPhoneの方は
こちら▶

App Store
Androidの方は

こちら▶

Google Play

横浜市港北区役所総務課
〒222-0032 横浜市港北区大豆戸町26-1　〈TEL〉045-540-2206　〈FAX〉045-540-2209 令和4年4月発行

在宅避難
の
ススメススメ

在宅避難
＆Q A

在宅避難
＆

住み慣れた家で
ストレスが少なく
避難生活を送れる

メリット1

プライバシー面の
不安がない

メリット2

感染症のリスクが少ない
メリット3

在宅避難するために
必要なことは！？

※応急危険度判定が実施された場合には、判定結果にしたがってください

地震発生

確認方法は広報よこはま港北区版令和３年９月号をチェック！▶ 検索広報よこはま　港北区

　一般的な排尿回数は1日当たり約５回といわれています。
必要な数の携帯用トイレを準備しましょう。

大地震発生後はトイレを使用せずに、まずは携帯用トイレなどを使用しましょう！

１  家庭にある大きなゴミ袋を二重に便器にかける
（使用後上の袋だけ外し交換）

２  中に、おむつ、ペット用シートやキッチンペーパーなど
吸水性が優れるものを入れる

全く備蓄が
ない場合は？



自宅の耐震性能を調べましょう！自宅の耐震性能を調べましょう！

自宅の安全性は？
備蓄品を準備しましょう！

インターネットで簡単に耐震診断ができます。

自宅を耐震化しましょう！自宅を耐震化しましょう！
　耐震診断の結果、耐震性がないことがわかった場合は、耐震改修しましょう！
横浜市では改修にかかる費用の一部を補助しています。（条件あり）

火災から家を強くしましょう！火災から家を強くしましょう！
感震ブレーカー
　暖房器具の転倒などによる出火や停電からの復旧時における通電
火災（破損した電気コードのショートによる出火など）を防ぐため、感
震ブレーカー（大きな揺れを感知すると自動的に電気を遮断する）を
設置しましょう。

地震で家具が倒れたり、食器などが散乱したりしないようにしましょう！地震で家具が倒れたり、食器などが散乱したりしないようにしましょう！
　家具転倒防止器具などを取り付けましょう！
　特にマンションでは、建物自体（躯体）は問題なくても、高
層階になるほど家具などが大きく散乱し、住むことが困難
になることがあります。

　地震が発生したらライフラインが寸断されます。在宅避難するために、必要な物資を事前に準備しましょう。

　災害発生直後は、食料や日用品の購入が難しくなります。家族構成を考えて、必要な備蓄をしておきましょう。

備蓄品備蓄品

ライフラインがおおむね復旧するまでの日数ライフラインがおおむね復旧するまでの日数
　ライフラインの復旧にかかる順番として
一般的に右記のようになります。

一般財団法人 日本建築防災協会「誰でもできるわが家の耐震診断」
検索誰でもできるわが家の耐震診断ホームページはこちら▶

転倒防止器具の効果 家具の置き方の工夫

コンセントタイプ

地震発生時に自動的に電気を遮断

地震前に在宅避難できるかチェック！地震前に在宅避難できるかチェック！

検索横浜市　災害時給水所

▲耐震給水栓

施設名

地下給水タンク

耐震給水栓

緊急給水栓

1日目から使用可能

1日目から使用可能

4日目から使用可能

住　所

●水（1日1人分3ℓ） ●食料（レトルトや缶詰） 
●携帯ラジオ ●懐中電灯
●電池 ●モバイルバッテリー 
●ポリタンク ●スリッパ
●軍手 ●トイレパック　等

●さらし　●母子手帳　●新生児用品
妊婦のいる家庭で用意するもの

ご家庭の状況に合わせて、
必要なものを準備しましょう!

日頃から使用するものは少し多めに購入しておきま
しょう。

●着替え ●おむつ 
●障害者手帳 ●補助具等の予備
●介護食

要介護者のいる家庭で用意するもの

障害者手帳

●ミルク（液体ミルク等） ●ほ乳びん 
●離乳食 ●スプーン 
●おむつ ●おしりふき
●着替え ●ベビー毛布 
●おんぶひも ●乳幼児のおもちゃ

乳幼児のいる家庭で用意するもの

　横浜市では災害に備えて、さまざまな給水設備を整備しています。

詳しくはこちらから▶ 検索横浜市　耐震改修 問合せ 建築局建築防災課　〈TEL〉045-671-2943

❶家具
金具やつっぱり
棒など家具転
倒防止器具を
取り付ける。

❷扉・戸棚
扉が開いて食器等
が飛び出さないよ
う、留め金具を取り
付ける。

❸テレビ等の固定
耐震マットで固定
する。

❹窓ガラス
ガラスに飛散防止
フィルムを貼る。

大小 器具の効果

ベルト式

チェーン式

ストッパー式

マット式

ポール式 L型金具
（スライド式）

家具と天井に
十分な強度が
必要

家具、壁面や器具に
十分な強度が必要

　「寝る場所」や「座
る場所」にはなるべく
家具を置かないよう
にしましょう。
　置く場合には背の
低い家具にするか、
家具の置き方を工夫
することで倒れた場
合のリスクを軽減で
きます。

背の低い
家具にする

家具の
置き方を
工夫する

東日本大震災の
場合

ガス水道電気
1週間 3週間 5週間

備蓄する量は
１週間分（最低3日分）です。

ローリングストックのススメ
食料や日用品は常に少し多めの状態をキープ

少し多く購入
ステップ
1 使う・食べる

ステップ
2

使う・食べる
ステップ
4 減った分を補充

ステップ
3

最小限備えるべき品目・量

カレー カレー カレー

カレー カレー
カレー

古いものから
順に消費

携帯トイレ

食パン
ゼリー

早
い

遅
い

水を入れる容器を準備しよう

❶
❷

❸

❹

詳しくは港北区防災マップへ▶

事前に自分の家の近くの給水所を確認しましょう!事前に自分の家の近くの給水所を確認しましょう!

横浜市では
昭和56年以前に建てられた

個人所有の木造住宅※の耐震診断を
無料で実施しています。（その他条件あり）
※分譲マンションについても、耐震診断に係る
　費用の一部を補助する事業があります

問合せ 建築局建築防災課
〈TEL〉045-671-2943

L型金具
上向き
取付け

L型金具
下向き
取付け



令和４年度

港北区地域防災拠点

の訓練について

港北区総務課

拠 点 運 営 委 員 会 総 会
情 報 提 供 資 料 （ 2 ） ア



令和４年度における訓練の実施について
新型コロナウイルス感染症の影響は依然続いておりますが、

大地震はいつ起こるかわかりません。そのため、必要な感染症
対策を行ったうえで訓練を実施し、自助・共助意識、地域防災
力、災害対応力の向上を図ってください。
「新型コロナウイルス感染症対策の神奈川県対処方針」を受

け、訓練の実施にあたっては、「新型コロナウイルス感染症対
策実施チェックシート」（別添）を作成してください。
今後、県の対処方針が改訂された場合は、原則として同方針

に準じた対応をお願いいたします。
開催の考え方（令和４年５月26日時点）
○緊急事態宣言が発令された場合は、原則訓練は中止してくだ
さい。
○感染症対策を行うことが難しい場合は、訓練を中止し、図上
訓練やマニュアルの読み合わせなどを実施してください。
○作成した「チェックシート」の内容を遵守してください。



令和４年度における訓練の実施について

【「チェックシート」の内容の例】



【最低限実施していただきたい内容】

□新しい拠点委員の顔合わせ、各自の役割の確認

□情報受伝達訓練（各地域防災拠点と本部との連絡）

□防災備蓄庫内の資機材・備品の保管場所や使用でき
るかの点検、備蓄食料の確認
（使用期限や消費期限等を確認してください。）

□校門に入ってから避難所として設定している体育館
や教室までの経路、入口等の開錠方法の確認

令和４年度における訓練の実施について



大地震の教訓
東日本大震災など過去の震災では、長期に渡る避難生活を強いられた被災

者が多くいました。一部の避難者の尊厳が守られない避難生活となり、「も
う、ここにいることがつらいんです」と涙を流した避難者もいました。また
車中泊、衛生上の問題、ストレスを起因とする震災関連死もありました。
⇒過去の教訓を生かし、発災時の円滑な開設に加え、様々な避
難者の負担・ストレスを軽減できる拠点運営を目指した訓練が
必要です。



自らの命を自ら守るために～自助の啓発の推進～

発災時に自宅に住めなくなる住民を少しでも減らし、拠点の資源を本当に必
要としている人へ提供するためにも、まずは住民一人ひとりが自らや家族の命
を守り、家を守り、備蓄を行うことが求められます。

地域の皆さまへ知っていただきたいこと
○家具の転倒防止、懐中電灯の常備などの
揺れから「身を守る」こと

○自宅を守るため、感震ブレーカーを設置したり、
消火器を用意しておくなど「火災を起こさな
い」こと

○最低３日分の備蓄をしておくこと
○自宅で避難生活が送ることができる状態であれ
ば「在宅避難」をすること

町の防災組織（各町内会自治会）と連携し、自助・共助の取組を地
域全体へ広げていくことが大切です。

リーフレットを作成しました！



訓練内容の充実

港北区では、28年度から「ストレスの少ない長期避難生活」を目指し、区独自に、
床面の固さ冷たさを軽減する「エアマット」、プライバシー空間確保のための「パ
ーテーション」などさまざまな資機材を導入しています。
⇒導入した資機材の例は次ページへ

発災時の混乱を想定した開設・運営訓練に加え、
①障害者、高齢者や乳幼児などの要援護者も含め様々
な避難者を想定した訓練
②女性の視点を取り入れ、更衣室や授乳室、女性用ト
イレなどに配慮した訓練
③新型コロナウイルス感染症を踏まえ、パーテーショ
ンなどを活用したり、発熱者用の避難スペースを確保
するなどの訓練
も実施しましょう！



【エアマット】
（各1,200枚）

【パーテーション】
（各２基）

【かご台車】

（各２台）

【段ボールベッド】
（各５床）

【自動ラップ式トイレ】
（各１基）

港北区で独自に整備した資機材

【女性用着替え
テント】
（各１基）

【子ど も用遊び場
マット】
（各１セット）

【ペット一時飼育用
テント】
（各１基）



女性や要援護者に配慮した実践的な訓練の例
～教室割り等の訓練～

避難者の中には、障害者、高齢者、乳幼児など様々な支援が必要な方がいることも想定
されます。
⇒多様な避難者のストレス軽減に向けて、避難・生活スペースとしての教室の使用
や、生活ルールの作成など、実践的な訓練を実践することが必要です。

訓練にあたって考慮する事項
女性：着替え、トイレ、物品配布時等に感じるストレスの軽減

⇒更衣スペース設置、気兼ねなく女性用品を入手するための工夫
乳幼児：母親や周囲のストレス ⇒授乳室の設置・個室化
高齢者：段差や狭い通路での歩きづらさ ⇒段差の削減、通路幅の確保
障害者：視覚、聴覚、知的、精神障害者の避難を考慮した教室の確保

「エアマット」「パーテー
ション」等も活用しつつ、
教室割りの訓練も積極的に
実施してください



女性や要援護者の視点を盛り込んだ避難所運営



新型コロナウイルス感染症を踏まえた訓練

新型コロナウイルス感染症の影響が続くなか、地域防
災拠点には、熱がある方、新型コロナウイルス感染症の
陽性が疑われる方など、体調がすぐれない方が避難して
くる場合があります。
そのような方が避難してきた場合

に備え、各拠点では感染症対応を
踏まえた訓練の実施を検討してく
ださい。「新型コロナウイルス感
染症を踏まえた地域防災拠点の開
設・運営のポイント」を参考に、
今年度の訓練の実施に活かしてく
ださい。



受付での検温チェックと症状の
有無による動線確認

令和２、３年度に行われた、感染症を踏まえた訓練の事例をご紹介します。

新型コロナウイルス感染症を踏まえた訓練
～受付・動線～

拠点開設・運営マニュアルに
動線を表示



①アルコール消毒・マスク配布

②健康チェックリスト記入

体調に不安のある方

④専用スペース
にご案内

⑤避難者カード
を記入

③検温、チェックリスト確認

体調に不安のない方

⑤避難者カードを提出
し、避難スペースへ

④避難者カードの記入

新型コロナウイルス感染症を踏まえた訓練
～受付・動線～

受付・動線は拠点のレイアウトにより様々です。

①受付前にアルコール消毒やマスクを着用していない人へマスクを配付しましょう
②受付前に健康チェックリスト（次ページ）を記入してもらいましょう
③検温と健康チェックリストにより、避難スペース・専用スペースどちらにご案内する
か判断しましょう
④⑤避難スペースまたは専用スペースにご案内し、避難者カードを記入してもらいまし
ょう。



新型コロナウイルス感染症を踏まえた訓練
～受付・動線～

受付前に、「健康チェックリス
ト」（別添）を記入してもらい、
受付での避難者の滞留を防ぎまし
ょう。

口頭でのやりとりを減らすこと
で、飛沫の拡散を防ぐ効果も期待
できます。

受付は避難者の密が特に懸念さ
れます。各拠点ごとに密を回避す
るレイアウトを考えておきましょ
う。



新型コロナウイルス感染症を踏まえた訓練
～避難スペースのレイアウト～

拠点独自に間仕切り等を購入し、感染症対策訓練を実施す
るなど、コロナ禍を踏まえたレイアウトの検討を実施しまし
た。

拠点独自に購入したプラスチック製の間仕切りを使用したレイ
アウトの訓練
ホームセンターなどで簡単に購入できるものもあります。
実際の訓練で使用し、何が適しているかを検討していくことが
重要です。

令和２年度、市で購入した
段ボール間仕切り及びベッ
ドを活用した訓練



新型コロナウイルス感染症を踏まえた訓練
～協定を活用した避難スペースのレイアウト作成～

令和２年度、港北区役所では、避難者同士の飛沫感染を防ぐた
め、災害時に、区内企業が段ボール製の板等を各地域防災拠点へ
配送する協定を締結しました。

段ボール製の板を組み合わせ、２ｍ四
方、高さ1.5ｍの区画を整備します。

1.5m

２m

２m

発災時には写真のような段ボール製板が配送され
ます。これを用いて区画を作ります。



新型コロナウイルス感染症を踏まえた訓練
～その他～

訓練を実施できなかった拠点では、勉強会や座学でのレイアウトの
検討を実施しました。コロナ禍のため、無理に訓練を実施する必要は
ありません。できることからはじめましょう。

感染症対策物品を備蓄庫以外に備蓄
している場合や、備蓄庫が複数にある
場合は、どこに備蓄しているかをしっ
かりと確認しましょう。勉強会の様子



令 和 ４ 年 ５ 月 ２ 日 時 点 

新型コロナウイルス感染症対策実施チェックシート 
 

このチェックシートは、令和４年３月 17 日の神奈川県対処方針などを参考に作成しています。 

県の方針の変更に伴い、本シートも見直す場合があります。 
 
 

感染症対策チェック項目 ✔欄 

参

加

者

へ

周

知 

① 
発熱、咳、倦怠感、息苦しさ等の症状がみられる方の参加は控え

るようあらかじめ参加者に周知してください 

 

② マスクの着用、手洗いや咳エチケットを周知してください  

施 

設 

・ 

会 

場 
面 

③ 
3 つの密（密閉空間・密集場所・密接場面）を避けてください  

※厚労省リーフレット「３つの密を避けるための手引き」参照 

 

④ 定期的に換気してください  

⑤ 上記の人数上限や収容率の要件を守ってください  

⑥ 会場入口等に消毒液を設置してください  

⑦ 
主に参加者の手が触れる場所を消毒してください（ドアノブ、手

すり、マイクなど） 

 

運

 

営

 

面 

⑧ 開催時間を短縮できるよう工夫してください  

⑨ 参加者に感染予防行動（②などの内容）を呼びかけてください  

⑩ 炊き出し等飲食は行わないでください（必要な水分補給は可）  

⑪ 参加者、連絡先を名簿等で把握してください  

拠点訓練実施時に使用 



 

 
 
 

以下の項目を確認し、当てはまる項目をチェックし

たうえで、提出してください。 
 

□ 陽性者で自宅療養中ですか？ 

□ 濃厚接触者で健康観察中ですか？ 

□ PCR検査を受け、検査結果待ちですか？ 
 
（咳・発熱等） 
□ 37.5℃以上の発熱がありますか？ 

 体温   ℃（体温計で測定し記入） 

□ 息苦しさはありますか？ 

□ 味や臭いを感じられない状態ですか？ 

□ 咳がありますか？ ※喘息の方は除きます。 

□ 倦怠感がありますか？ 

□ その他（頭痛、下痢、結膜炎等の症状） 
 
 

□ 上記に該当する症状等はありません 
 
⽒名：             

健康チェックリスト（例） 

拠点訓練・発災時の避難者受付前に使用 



令和４年５月 26 日 

地域防災拠点運営委員会委員長 

 

 

段ボール製間仕切り等を活用した地域防災拠点における訓練の実施について 

 

 港北区役所では、避難所での新型コロナウイルス感染防止対策として、区内企業と災害時

に段ボール製品を調達する協定を締結しています。 

震災時には、希望する各地域防災拠点へ段ボール製間仕切り等を提供する予定です。その

ため、各拠点で検討されている避難スペースのレイアウトについては、段ボール製間仕切り

の活用も踏まえ、御検討いただきますようお願いいたします。 

なお、各拠点の訓練で本段ボール製間仕切り等を活用していただくことが可能です。活用

を希望する場合は、担当までお申し込みください。 

 

１ 記者発表資料 

別添のとおり 

 

２ 配布セット数 

最大３セット 

※連絡協議会の予算の状況により、希望のセット数を 

 用意できない場合があります。 

 

３ 申込方法 

  別添「段ボール製間仕切り等活用申込書」を担当まで提出してください。 

 

４ 費用負担 

  連絡協議会の予算で負担します。 

 

５ その他 

申込多数となった場合は、お受けできない場合があります。あらかじめ御了承ください。 

                    

（担当） 

総務課防災担当 大工保、亀本 

TEL：540-2206、FAX：540-2209 

段ボール製間仕切り 

拠 点 連 絡 協 議 会 総 会 
情 報 提 供 資 料 ( ２ ) イ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を踏まえ、災害時には避難所での感染防止を図ることが大変

重要になっています。また、避難所開設に際して、避難者のプライバシーの確保に配慮する取組も求め

られています。 

この度、港北区役所では、港北区内企業であるニッパ株式会社と災害発生時等に段ボール製品の調

達に関する協定を９月 14 日に締結し、避難所内に避難者の居場所を迅速に設営し、多様な避難者や、

各避難所に即した対応を図ります。 

 

協定の概要                                        
  地震や台風などの災害が起こったとき、または災害が起こることが予想される場合に、港北区か

らの要請に基づき、避難所運営に必要な段ボール製品（間仕切り、段ボール製シートなど）を各避難

所へ迅速に配送します。 

 

 

感染症対策として、幅２ｍ、⾼さ 1.5m の段ボール製の 
板を組み合わせ、避難スペースごとに段ボール製の区画 
を設置します。（同時にプライバシーの確保も図ります。） 
また、床には厚さ 5mm の段ボール製のシートを置くこ 
とで、床の固さ、寒さによるストレスの軽減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》ニッパ株式会社の概要について 

所在地：神奈川県横浜市港北区新羽町 1508 番地 

    代表取締役 CEO： 秋本 りつ子 
 

昭和 36 年創業。横浜市港北区新羽町を本社とし、市内では中区、新横浜に営業所を置き、 

多品種の紙製品・容器製造販売を行っている。 

    紙製品関連会社として、紙おむつのパイオニア株式会社光洋、NPP がある。 

 

お問合せ先 

港北区総務課長  竹下 幸紀 Tel 045-540-2204 

令 和 ２ 年 ９ 月 1 4 日 
港 北 区 総 務 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

港北区内企業のニッパ株式会社と港北区役所は 
「災害時における段ボール製品の調達に関する協定」 

を締結しました。 

ご提供いただく製品の例 

秋本代表取締役 CEO からのメッセージ 
 
⽇頃より有事に備える事が⼤切と考えます。
万が⼀の際、迅速に当社の製品をご利⽤いた
だく事で、少しでも地域の皆様のお役に⽴て
ればと存じます。 

ニッパ（株） 

秋本代表取締役 CEO 
港北区役所 

栗田区長 



港北区役所総務課防災担当行
（原則、搬入希望日の１か月前までにお申し込みください）

段ボール製間仕切り等活用申込書

令和　　年　　月　　日

　　　　　　　地域防災拠点運営委員会

令和　年　月　日（　）　　時　分～　時　分　

搬入希望日時 令和　年　月　日（　）　　時　分～　時　分　

その他
（ご要望等）

セット

申込日

拠点名

訓練実施日時

希望セット数
（最大３セット）

搬入場所



希望セット数
（最大３セット）

３セット

その他
（ご要望等）

搬入希望日時 令和４年7月27日（水）　16時00分　

訓練実施日時 令和４年7月30日（土）　８時30分～12時00分　

搬入場所 防災備蓄庫

港北区役所総務課防災担当行
（原則、搬入希望日の１か月前までにお申し込みください）

段ボール製間仕切り等活用申込書

申込日 令和4年6月18日

拠点名 ○○小学校地域防災拠点運営委員会

記載例



        令和４年５月26日 

  

地域防災拠点運営委員会委員長 

 

 

地域防災拠点に備蓄している食料の有効活用について（依頼） 
 

令和４年度に更新を迎える備蓄食料について、拠点訓練等における有効活用を次のとおり依頼します。 

 

１ 訓練等で配布可能な備蓄食料 

 
品目 配布可能箱数 

製造年度 

（ラベル色） 
賞味期限 

 
水缶詰 17箱（24本/箱） 

平成28年度 

（赤色ラベル） 
令和５年８月31日 

 
保存パン 10箱（20食/１箱） 

平成29年度 

（青色ラベル） 
令和５年１月31日 

 
おかゆ ６箱（20食/１箱） 

平成29年度 

（青色ラベル） 
令和５年１月31日 

 
クラッカー ３箱（70食/箱） 

平成29年度 

（青色ラベル） 

令和５年１月31日又は 

令和５年２月28日 

※上記の食料以外は配布しないでください。（平成29年度製造のスープ、令和３年度製造の 

粉ミルクは有効活用できません。） 

 

２ 活用可能時期と数量 

 別添「令和４年度備蓄食料の更新計画（予定）」のとおり 

 （令和４年度分が配送された後に活用してください。） 

 

３ 留意点 

  ・賞味期限切れのものを訓練等で配布しないよう、必ず期限を確認して配布してください。 

  ・対象の備蓄食料以外は、訓練等で配布しないでください。 

  ・保存パン、おかゆ及びクラッカーを活用する場合は、必ず令和４年12月までに使い切ってください。 

   

４ 報告書の提出 

備蓄食料を配布する場合は、令和４年６月30日（月）までに、別添の報告書を港北区総務課防災担当

に御提出いただきますよう、御協力をお願いいたします。 

誤配布や備蓄庫に期限の切れた備蓄食料が残ることを防ぐため、確実に活用する食料のみ御報告くだ

さい。なお、報告が無い場合は活用しないものとさせていただきます。 

 

５ その他 

  回収予定の備蓄食料は備蓄庫の入口にまとめて置いていただけますよう、御協力をお願いいたします。 

（担当） 

総務課防災担当 新井田、滝沢

TEL：540-2206、FAX：540-2209 

拠 点 連 絡 協 議 会 総 会 
情 報 提 供 資 料 ( ２ ) ウ 



令和４年度　備蓄食料の更新計画（予定）           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

品目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

水缶詰
【配送】令和４年度製造分（青色ラベル）（24本/箱×14箱）

【回収】平成28年度製造分（赤色ラベル）（24本/箱×17箱）

保存パン
【配送】令和４年度製造分（青色ラベル）（20食/箱×10箱）

【回収】平成29年度製造分（青色ラベル）（20食/箱×10箱）

おかゆ
【配送】令和４年度製造分（青色ラベル）（20食/箱×５箱）
【回収】平成29年度製造分（青色ラベル）（20食/箱×６箱）

クラッカー
【配送】令和４年度製造分（青色ラベル）（70食/箱×３箱）

【回収】平成29年度製造分（青色ラベル）（70食/箱×３箱）

ライスクッ
キー

【配送のみ】令和４年度製造分（青色ラベル）（20食/箱×１

箱）

【有効活用】

スープ
【配送】令和４年度製造分（青色ラベル）（45食/箱×２箱）

【回収】平成29年度製造分（青色ラベル）（45食/箱×１箱）

粉ミルク
【配送】令和４年度製造分（青色ラベル）（20缶/箱×１箱）

【回収】令和３年度製造分（赤色ラベル）（20缶/箱×１箱）

【有効活用】 ※スープ及び粉ミルクは賞味期限が短いため有効活用不可

有
効
活
用
の
有
無
の

報
告
期
限

【未使用分の
回収】

令和４年度分が配送された後から拠点訓練等で有効活用



令和４年  月  日 

港北区総務課防災担当 行 

港北区    地域防災拠点運営委員会 

担当者          

連絡先          

報 告 書 

 

 令和４年度に更新する予定の備蓄食料を防災訓練等で次のとおり有効活用（配

布）します。 

 

１ 活用（配布）予定日 

  令和  年  月  日 

 

２ 訓練等での活用（配布）予定数量 

 水缶詰 保存パン おかゆ クラッカー 

  

箱 

 

箱 

 

箱 

 

箱 

 

 

 

 

提出期限：令和４年６月30日（木） 

（担当） 

総務課防災担当 新井田、滝沢 

TEL：540-2206、FAX：540-2209 



地域防災活動奨励助成金の申請等について 

 

令和４年度 提出書類 

 

 

 

提出書類１ 令和４年度 地域防災活動奨励助成金交付申請書  

提出書類２ 令和４年度 地域防災活動事業計画書 

提出書類３ 令和４年度 地域防災拠点運営委員会連絡協議会事業予算書 

提出書類４ 令和４年度 地域防災拠点運営委員会 訓練予定表  

※提出書類３の事業予算書については、これまで区から交付していた助成金（12 万円）に

かかる支出・収入のみを記載しておりましたが、令和３年度の事業決算書と同様に、運営

委員会の活動にかかるすべての予算・収入を記載することに変更しています。 

【申請の流れ】 

① 提出された申請書を基に、連絡協議会が助成金の交付を決定し、交付決定通

知書及び請求書を各運営委員会委員長宛に送付します。 

② 各運営委員会から、請求書を事務局（港北区総務課）宛てに提出してください。 

③ 提出された請求書を基に、連絡協議会が各運営委員会に助成金の支払い手続

きを行います。 

書類は令和４年６月 30 日（木）までに提出してください。 

拠 点 連 絡 協 議 会 総 会 
情 報 提 供 資 料 （ ２ ) エ 



提出書類　１

　　令和　　　年　　　月　　　日

港北区地域防災拠点運営委員会

連絡協議会　会長

（申請者）

　　　　　　　　　         学校地域防災拠点運営委員会

標記奨励助成金の交付を受けたいので、次のとおり申請します。

　＜内　　訳＞　　　運営委員会における会議費・訓練経費･防災備蓄庫の自主点検費用として

令和4年度　港北区地域防災活動奨励助成金交付申請書

交付申請金額　　      ￥　120，000－．

委員長　



提出書類　１

　　令和　４　年　６　月　29　日

港北区地域防災拠点運営委員会

連絡協議会　会長

（申請者）

○○○小　         学校地域防災拠点運営委員会

標記奨励助成金の交付を受けたいので、次のとおり申請します。

　＜内　　訳＞　　　運営委員会における会議費・訓練経費･防災備蓄庫の自主点検費用として

令和4年度　港北区地域防災活動奨励助成金交付申請書

委員長　港北　太郎

交付申請金額　　      ￥　120，000－．

【記載例】



提 出書類２  

 

 

令和４年度  港北区地域防災活動事業計画書 

 

              学校地域防災拠点運営委員会 

 

事 業 名 ・ 内 容                   
期  日 

期  間 

参  加 

人  数 

運 

営 

に 

係 

わ 

る 

事 

業 

   

管 

理 

に 

係 

わ 

る 

事 

業 

   

 

 

 



提 出書類２  

 

【記載例】 

                                

令和４年度  港北区地域防災活動事業計画書 

 

     ○○○ 小学校地域防災拠点運営委員会 

 事 業 名 ・ 内 容                   
期 日 

期 間 

参 加 

人 数 

運 

営 

に 

係 

わ 

る 

事 

業 

・地域防災拠点訓練打合せ 

 

・資機材取扱訓練 

 

・地域防災拠点訓練 

 

・地域防災拠点訓練反省会 

 

７月20日 

 

８月10日 

 

９月５日 

 

10月８日 

３０人 

 

５０人 

 

７００人 

 

２０人 

管 

理 

に 

係 

わ 

る 

事 

業 

・防災備蓄庫点検 

 

・資機材点検 

 

２月25日 

 

６月９日 

１７人 

 

１２人 

 



提出書類３ 

 

令和４年度 港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会事業予算書 

          学校地域防災拠点運営委員会 

１ 収入の部 

 

単位：円   

項 目       予 算 額       前年度予算額        増 △ 減      説 明       

横 浜 市 助 成 金 120,000 120,000 ０  

     

収 入 合 計 額     

 

 

２ 支出の部 

 

単位：円   

項 目       予 算 額       前年度予算額        増 △ 減      説 明       

     

支出合計           

 

 



提出書類３ 

 

【記載例】 

 

令和４年度  港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会事業予算書 

  ○○○ 中 学校地域防災拠点運営委員会 

１ 収入の部 

単位：円   

項 目       予 算 額       収 入 済 額        増 △ 減      説 明       

横浜市助成金 120,000 120,000 ０  

～連合町内会 

からの補助 

 

前年度繰入金 

〇〇〇,〇〇〇 

 

〇〇〇,〇〇〇 

〇〇〇,〇〇〇 

 

〇〇〇,〇〇〇 

  

収 入 合 計 額  〇〇〇,〇〇〇 〇〇〇,〇〇〇   

 

 

２ 支出の部 

 

単位：円   

項 目       予 算 額       支 出 済 額        増 △ 減      説 明       

防災備蓄庫点検整備費 

 

打合せ事務費 

 

備品購入費 

 

〇〇〇 

50,000 

 

20,000 

 

50,000 

 

〇〇〇,〇〇〇 

50,000 

 

20,000 

 

50,000 

 

〇〇〇,〇〇〇 

0 

 

0 

 

0 

 

〇〇,〇〇〇 

電池交換、修繕費 

 

はがき代 

 

机の購入 

 

〇〇〇 

支出合計       〇〇〇,〇〇〇 〇〇〇,〇〇〇   

 

※地域防災拠点の活動にかかる予算、収入

は全て計上してください。 



提出書類４ 

 

令和４年度 地域防災拠点運営委員会 訓練予定表 

 

地域防災拠点名 学校地域防災拠点 

訓練予定日時 

年   月   日 

時から 

訓練内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



提出書類４ 

【記載例】 

令和４年度 地域防災拠点運営委員会 訓練予定表 

 

地域防災拠点名 ○○〇小 学校地域防災拠点 

訓練予定日時 

令和３年 11 月○○日 

９時から 

訓練内容 

 

・○○○○の訓練 

・アマチュア無線訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現時点で行う予定の訓練内容を

記載してください。 
※記載した内容を必ず行わなけ

ればならないわけではありませ

ん。 



提 出書類２  

 

 

令和４年度  港北区地域防災活動事業計画書 

 

              学校地域防災拠点運営委員会 

 

事 業 名 ・ 内 容                   
期  日 

期  間 

参  加 

人  数 

運 

営 

に 

係 

わ 

る 

事 

業 

   

管 

理 

に 

係 

わ 

る 

事 

業 

   

 

 

 



提 出書類２  

 

【記載例】 

                                

令和４年度  港北区地域防災活動事業計画書 

 

     ○○○ 小学校地域防災拠点運営委員会 

 事 業 名 ・ 内 容                   
期 日 

期 間 

参 加 

人 数 

運 

営 

に 

係 

わ 

る 

事 

業 

・地域防災拠点訓練打合せ 

 

・資機材取扱訓練 

 

・地域防災拠点訓練 

 

・地域防災拠点訓練反省会 

 

７月20日 

 

８月10日 

 

９月５日 

 

10月８日 

３０人 

 

５０人 

 

７００人 

 

２０人 

管 

理 

に 

係 

わ 

る 

事 

業 

・防災備蓄庫点検 

 

・資機材点検 

 

２月25日 

 

６月９日 

１７人 

 

１２人 

 



提出書類３ 

 

令和４年度 港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会事業予算書 

          学校地域防災拠点運営委員会 

１ 収入の部 

 

単位：円   

項 目       予 算 額       前年度予算額        増 △ 減      説 明       

横 浜 市 助 成 金 120,000 120,000 ０  

     

収 入 合 計 額     

 

 

２ 支出の部 

 

単位：円   

項 目       予 算 額       前年度予算額        増 △ 減      説 明       

     

支出合計           

 

 



提出書類３ 

 

【記載例】 

 

令和４年度  港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会事業予算書 

  ○○○ 中 学校地域防災拠点運営委員会 

１ 収入の部 

単位：円   

項 目       予 算 額       収 入 済 額        増 △ 減      説 明       

横浜市助成金 120,000 120,000 ０  

～連合町内会 

からの補助 

 

前年度繰入金 

〇〇〇,〇〇〇 

 

〇〇〇,〇〇〇 

〇〇〇,〇〇〇 

 

〇〇〇,〇〇〇 

  

収 入 合 計 額  〇〇〇,〇〇〇 〇〇〇,〇〇〇   

 

 

２ 支出の部 

 

単位：円   

項 目       予 算 額       支 出 済 額        増 △ 減      説 明       

防災備蓄庫点検整備費 

 

打合せ事務費 

 

備品購入費 

 

〇〇〇 

50,000 

 

20,000 

 

50,000 

 

〇〇〇,〇〇〇 

50,000 

 

20,000 

 

50,000 

 

〇〇〇,〇〇〇 

0 

 

0 

 

0 

 

〇〇,〇〇〇 

電池交換、修繕費 

 

はがき代 

 

机の購入 

 

〇〇〇 

支出合計       〇〇〇,〇〇〇 〇〇〇,〇〇〇   

 

※地域防災拠点の活動にかかる予算、収入

は全て計上してください。 



提出書類４ 

 

令和４年度 地域防災拠点運営委員会 訓練予定表 

 

地域防災拠点名 学校地域防災拠点 

訓練予定日時 

年   月   日 

時から 

訓練内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



提出書類４ 

【記載例】 

令和４年度 地域防災拠点運営委員会 訓練予定表 

 

地域防災拠点名 ○○〇小 学校地域防災拠点 

訓練予定日時 

令和３年 11 月○○日 

９時から 

訓練内容 

 

・○○○○の訓練 

・アマチュア無線訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現時点で行う予定の訓練内容を

記載してください。 
※記載した内容を必ず行わなけ

ればならないわけではありませ

ん。 



令 和 ４ 年 ５ 月 2 6 日  

 

地域防災拠点運営委員会委員長 

 

 
令和４年 地域防災拠点運営研修の御案内（依頼） 

 

時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

日ごろから、横浜市政の推進に御理解・御協力をいただきありがとうございます 

今年度も、地域防災拠点運営委員の方を対象とした、地域防災拠点運営研修を実施します。 

別紙の案内文を御参照のうえ、受講者を推薦いただきますようにお願いいたします。 

※推薦は任意 

※委員会委員長が受講していただくことも可能 

 

 

１ 研修概要（日時、場所、申込方法、問い合わせ先 等）      

別紙（案内文）のとおり 

 

２ 添付資料 

案内文（令和４年地域防災拠点運営研修のご案内） 

 

 

 

 

 

拠 点 連 絡 協 議 会 総 会 
情 報 提 供 資 料 ( ３ ) 

 

（担当） 

横浜市総務局地域防災課 

長谷川、橋本 

TEL：671-3456 



地震時の避難所である地域防災拠点は、拠点運営委員や避難された方によって運営します。

本研修を受講いただき、具体的な運営方法を学びましょう。

１ 研修対象者

拠点運営委員の方（研修の成果を地域防災拠点運営につなげていただくため、お手数ですが、各拠点

の代表者の方から御推薦をお願いします。）

※推薦は任意です。

※各組織から２名まで推薦可能です。

※家庭防災員、防災ライセンス講習会、

防災・減災推進研修を受講された方も推薦可能です。

２ 研修内容

（１）研修カリキュラム

9:30 

～ 

10:30

【講義】

「地域防災拠点の運営方法について知ろう」 

○地域防災拠点の運営方法や拠点運営の活動事

例等について学びます。

10:30 

～ 

12:00 

【グループワーク】

「避難所運営の模擬体験をしよう」 

○ケーススタディを通して避難所で起きている

出来事にどう対応するか図上にて体験します。

（２）開催日時 ※ 内容はすべて同じです。

【時間】9：30～12：00 

日程 場所 定員 

6 月 27 日（月） 横浜市民防災センター（横浜駅） 50 名 

6 月 28 日（火） 横浜市民防災センター（横浜駅） 50 名 

6 月 29 日（水） 横浜市民防災センター（横浜駅） 50 名 

6 月 30 日（木） 横浜市民防災センター（横浜駅） 50 名 

７月２日（土） 栄区役所（本郷台駅） 40 名 

７月９日（土） 旭区役所（鶴ケ峰駅） 40 名 

７月 23 日（土） 金沢区役所（金沢文庫駅） 40 名 

７月 30 日（土） 青葉区役所（市が尾駅） 40 名 

８月４日（木） 中区役所（関内駅） 50 名 

令和４年 地域防災拠点運営研修の御案内 

【受講者の声】

講義やグループワークを通じて拠点運営

の具体的なイメージがつきました。

申 込 方 法 等 は

裏 面 の と お り



３ 申し込み方法

「地域防災拠点運営研修 推薦書」（別紙１）に、必要事項を御記入のうえ、郵送、ＦＡＸまたは電子メ 

ールにて、６月１０日（金）まで（必着）に、以下の宛先にお申し込みください。 

申し込みの受付や受講者決定通知の送付等は、株式会社ミントスに委託しています。 

４ 受講者の決定

６月中旬ごろに、受講決定の通知を、受講者あてにお送りいたします。 

※希望者が、定員を超えた場合は、来年度以降に受講をお願いすることがあります。その場合、「各区の受

講者数のバランス」などを考慮し、受講者を決定させていただきますのでご了承願います。

５ 新型コロナウイルス感染症への対策について ※詳細なコロナ対策は別添のとおり

 研修の実施にあたっては、研修施設の消毒、換気、受講者の間隔を確保して実施します。 

また、受講者につきましては、マスクの着用、受付での消毒、検温にご協力をお願いします。 

なお、受講日に緊急事態宣言が発出されている場合には中止とします。 

６ 自宅学習編

新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、自宅学習用の動画をすべて閲覧したうえで、「修了証発行

申請書」を御提出していただいた場合には、「地域防災拠点運営研修」を受講したとものとします。修了

証の発行を希望される場合は、「修了証発行申請書」（別紙２）を総務局地域防災課まで送付ください。 

申請書受付期間：令和４年６月 10 日（金）から令和５年３月 20 日（月）まで 

７ お問い合わせ

研修の申し込み方法等について （申し込みの受付業務を以下に委託しています） 

担当 株式会社ミントス 

電話：０４５-２２８-８０８０ 

研修の内容や自宅学習編の申し込み方法等について 

担当 横浜市総務局地域防災課 （長谷川、橋本） 

電話：０４５-６７１-３４５６ 

８ その他

※当日午前８時の時点で「警報」または「特別警報」が横浜市域に発令されている場合は中止とします。

また、それ以外の場合でも悪天候等の理由により中止することがあります。当日中止と判断した場合には

当日午前８時以降に横浜市ホームページにて御案内いたします。

パソコン・スマートフォン等をお持ちでない方は、横浜市コールセンターまで御連絡下さい。

研修に関するホームページはこちら   横浜市 防災・減災推進研修 

＜横浜市コールセンター＞ ０４５-６６４-２５２５ (平日・土日祝日いずれも 8：00～21：00) 

【宛先】株式会社ミントス 

〇郵送：〒231-0014 横浜市中区常盤町１-２-１ ９F-D 

〇ＦＡＸ：０４５-２２８-８５１０ 

〇電子メール：seminar.annai2021@gmail.com 

検索



株式会社 ミントス 行 

令和 年 月 日 

地域防災拠点名

代表者名

住       所 

電       話 

「地 域 防 災 拠 点 運 営 研 修」 推 薦 書 

令和４年の「地域防災拠点運営研修」受講者として、次の方を推薦します。 

氏名
し め い

 住所 電話番号 

〒 

〒 

・各組織から２名まで推薦することができます。

・氏名は楷書で、ふりがなを付け、住所は棟室番号まで御記入ください。

・６月10日 （金） まで （必着） にご送付ください。

・研修時間はいずれも９：30～12：00です。

【受講希望日】受講可能日（太枠）に〇をつけてください。 

※日程調整の都合上、できる限り多くの日程に〇の御記入をお願いします。

実施日 
【第１回】 

6月27日（月） 

【第２回】 

6月2８日（火） 

【第３回】 

6月29日（水） 

【第４回】 

6月30日（木） 

場所 横浜市民防災センター 横浜市民防災センター 横浜市民防災センター 横浜市民防災センター 

受講可能日 

実施日 
【第５回】 

７月２日（土） 

【第６回】 

７月９日（土） 

【第７回】 

７月23日（土） 

【第８回】 

７月30日（土） 

場所 栄区役所 旭区役所 金沢区役所 青葉区役所 

受講可能日 

実施日 
【第９回】 

8月4日（木） 
－ － － 

場所 中区役所 － － － 

受講可能日 － － － 

【宛先】株式会社ミントス 

〇郵送：〒２３１-００１４ 横浜市中区常盤町１-２-１ ９F-D 

〇ＦＡＸ：０４５-２２８-８５１０ 

〇電子メール：seminar.annai2021@gmail.com 

別紙１ 



総務局地域防災課 行 

令和 年 月 日 

自治会・町内会等団体名

代表者名

住       所 

電       話 

「地域防災拠点運営研修」修了証発行申請書 

次の方は指定された地域防災拠点運営に関する動画を閲覧しました。「地域防災拠点運営研修」の修了

証の発行を申請します。 

氏名
し め い

 住所 電話番号 

〒 

動画名（収録時間） 閲覧完了 

地域防災拠点開設マニュアル（約20分） 

新型コロナウイルス感染症を踏まえた災害時の避難（約5分） 

地域防災拠点の開設・運営について（約21分） 

※すべての動画を閲覧していただくことが修了証発行の条件となります。

※それぞれの動画について、閲覧完了欄にチェックをお願いします。

※組織内で取りまとめてご提出される場合は、本紙の氏名欄に「別紙のとおり」と

記載し、別紙３に希望者全員分の「氏名」・「住所」・「連絡先」を御記入のうえ、御提出くださ

い。

【動画の案内】防災学習コンテンツ内の動画より閲覧をお願いします。 

ウェブサイトURL https://cgi.city.yokohama.lg.jp/somu/chiikibousai

  【備考】 

修了証発行の申込みにあたり収集する氏名、住所、電話番号の個人情報は「横浜市個人情報の保護に

関する条例」の規定に従い、適正に管理し、修了証の送付や研修のご案内等、事務局から連絡の必要が

生じた場合にのみ利用します。 

 修了証には、地域防災拠点開設・運営マニュアルやスターターキット等、地域防災拠点運営を推進して

いただくうえで、参考となる資料を同封いたします。また、申請書提出から修了証発行までに、数週間か

ら数か月程度お時間をいただく場合がございます。あらかじめご了承ください。 

閲覧した動画に

チェック（✔）

別紙２ 

横浜市 防災学習コンテンツ 検索 

二次元コード 

申請書送付先・問い合わせ先 
※申請書はメール、FAX、郵送いずれかで送付してください。

総務局地域防災課（長谷川・橋本）

TEL：045-671-3456 FAX：045-641-1677

電子メール：so-gensai@city.yokohama.jp

住所：〒231-0005 横浜市中区本町６丁目50番地の10 10階



氏名 住所 電話番号 

〒 

〒 

〒 

〒 

〒 

〒 

〒 

〒 

〒 

〒 

〒 

〒 

〒 

〒 

〒 

〒 

〒 

別紙３ 



研修開催時の新型コロナウイルス感染症への対策について 

研修の開催にあたり、感染対策を行ったうえで実施します。御理解と御協力

のほど、よろしくお願いします。 

１ 基本的な感染対策の実施 

・研修会場の席の間隔、受講者同士、講師と受講者との間隔を確保します。

・職員及び講師は、検温等健康管理に努め、手洗いをします。

・職員及び講師は、マスクを着用します。

・会場には手指消毒液を用意します。

・会場の机、ドアノブ等の消毒を行います。

２ 受講される方へのお願い 

・受付の際には、検温、手指の消毒をお願いします。

・体調不良（発熱、咳等の風邪症状）の方は受講をお控えください。

・研修施設内ではマスクの着用をお願いします。

・会場内における身体的距離の確保にご協力ください。

・受講中に体調不良になった場合、速やかにお申し出ください。

・休憩中等の会話は控えめにしてください。

３ その他 

感染拡大の状況によって、開催方法の変更または中止の可能性があります。 

その場合には研修受講者宛にご連絡いたします。 

問い合わせ先：横浜市総務局危機管理室地域防災課 

担当：長谷川、橋本 

TEL:045-671-3456 FAX:045-641-1677 

別添 



令和４年５月 26 日 

 

地域防災拠点運営委員会委員長 

 

総務局地域防災課 

避難等支援担当課長 

 

地域防災拠点の備蓄倉庫におけるガソリン等の保管について 

 

  日頃より地域防災拠点の運営に御尽力いただき誠にありがとうございます。 

  拠点でのガソリン等の危険物の保管について、改めて周知させていただきます。 

 

１ 概要 

ガソリン、消毒用アルコールなど消防法上の危険物について、一定量以上の貯蔵・取扱いをする場合

は、市長の許可や消防署長への届出が必要となります。 

  各地域防災拠点運営委員会でガソリン等を購入、保管される際は届出不要な範囲の数量で、適切に

管理していただきますようお願いいたします。 

 

２ 地域防災拠点の備蓄倉庫で保管可能な危険物の量（一部抜粋）  

消防法上の危険物について、物品ごとに定められた「指定数量」の 1/5未満の量は、届出不要です。 

届出不要な範囲の数量＝倉庫で保管可能な量を御確認ください。 

物品 指定数量  倉庫で保管可能な量 

ガソリン 200リットル  40リットル未満 

消毒用アルコール ※ 400リットル  80リットル未満 

    ※消毒用アルコールについては、アルコール濃度が 60％以上（重量％）の製品が危険物に該当します。 

 

複数の危険物を保管する場合は、それぞれの割合の合計が 1/5 未満となる必要があります。御不安

な点があれば、各区総務課防災担当にご連絡ください。 

 

【計算例】ガソリン 20リットル、アルコール 20リットルを保管している場合 

     ガソリン           アルコール        合計の割合 

   20（保管している量）    20（保管している量）          １ 

    200（指定数量）        400（指定数量）           ５ 

 

 ※詳細は横浜市消防局ホームページ「許可や届出が必要な危険物の量」をご覧ください。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/bousai-kyukyu-bohan/shobo/seikatsu/mijika/kyoka-todokede.html 

 

 

÷５ 

＋ ＝ 0.15 → 0.2(―)未満のため 

          届出不要 

 
   

【担当】総務局地域防災課 

御所脇・高安 

    671-2011 

拠 点 連 絡 協 議 会 総 会 
情 報 提 供 資 料 ( ４ ) 

 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/bousai-kyukyu-bohan/shobo/seikatsu/mijika/kyoka-todokede.html


災害時のペット対策について

地域防災拠点総会資料
令和４年６⽉

港北区⽣活衛⽣課

1

拠 点 運 営 委 員 会 総 会
情 報 提 供 資 料 （ ５ ）



１ ⽬的

ペットと⼀緒に避難（ペット同⾏避難）
できない場合、飼い主が必要な避難をため
らう恐れや、家に残したペットが⼼配で⾃
宅に戻ることで、⼆次被害に遭う可能性が
あります。
また、ペットが近くにいることで飼い主

の⼼のケアに役⽴つことや、飼い⽝の放浪
による咬傷事故を防⽌することができます。

2

⼈の命や安全を守るための取組です



3

２ 動物の飼育頭数
港北区⽝の登録件数

約13,500頭
ほぼ同数の猫

27,000頭÷29拠点＝約931頭／1拠点

他にも、ウサギ、ハムスター、インコなど・・・

約13,500頭



4

３ 飼い主の責務

⼀時預かり先（親戚、知⼈⼜はペット
ホテル等）を事前に確保しておくことや、
⽇ごろのしつけが⼤切です。
また、ペット同⾏避難をしたとしても、

ペットフードや⽔、薬、ケージなど、必要
な物品は飼い主が⽤意する必要があります。



４ 拠点で実施する内容

5

昨年度、地域防災拠点におけ
るペットの災害対策の要点を
まとめたDVDを配布しました。
運営委員会や⾬天時の訓練等
でご活⽤ください。

「ペットとの同⾏避難対応
ガイドライン」に従った
内容をお願いします。



① ⼀時飼育場所の設定、周知

6

４ 拠点で実施する内容

③ ペット同⾏避難訓練の実施

② 飼育ルールの設定



【資料】⼀時飼育場所設置事例

7

校庭の飼育⼩屋
校舎横のスペース



【資料】同⾏避難訓練の様⼦

8

訓練事例

拠点運営委員会
担当による

訓練主旨説明







各地域防災拠点の皆様へ 

災害応急用井戸名簿の配布等について 
 

災害応急用井戸の指定制度は、震災時等に「生活用水」としての井戸水を地域の方

にご提供いただくことを目的として、多くの井戸所有者にご協力いただいています。 

令和４年３月 31 日現在の災害応急用井戸名簿を作成しましたので配布します。 

平時から防災訓練時などの機会に、指定井戸の場所の確認などに活用してください。 

 

☆ 指定井戸の場所を確認するには… 

①指定井戸の場所には、右図の「災害用井戸協力の家」プレートを門扉等に 

 掲示していただいています。 

②福祉保健センター生活衛生課で、今回配布の名簿と同じ、区内災害応急用井  

戸名簿（井戸の所在地・所有者名字）の最新情報を配架しています。 

③横浜市行政地図情報提供システムのわいわい防災マップ内に「災害用井戸 

協力の家」として掲載しています（場所のスポットのみ）。 

横浜市行政地図情報提供システム 

https://wwwm.city.yokohama.lg.jp/yokohama/Portal 

④本市ホームページへの掲載（指定井戸所在地一覧※） ⇒  現在準備中です。 

 （※ホームページ掲載の同意を頂いた方のみを掲載します） 

 

☆ 指定井戸を利用するには… 

・震災等の発災時のみに利用してください。平時の利用はできません。 

・被災時の状況等（破損、水量不足等）によっては利用できない場合があります。利用前

には必ず井戸所有者に声をかけてから利用してください。容器はご持参ください。 

（※ 井戸所有者の方に、発災時には、より多くの方が井戸水を利用いただけるよう、

広く市民の方へ井戸水のご提供をお願いしています。） 

・利用用途は「生活用水」（洗濯、トイレの流し水や清掃用水等）です。※飲用、炊事用、

食材や食器の洗浄には使用しないでください（口に入れないようご注意ください。）。 

・井戸所有者の方に、提供前に pH 試験紙（健康福祉局生活衛生課配布）や目視等で点検を

してからご提供いただくようにお願いしています。 

・コロナ禍においては、マスクを着用し、密にならないようにするなど、感染防止にご留

意の上、ご利用ください。 

  

○指定井戸件数（令和４年３月 31 日現在） 

 全市内 港北区内 

件数 1,916 件 65 件 

〇横浜市ホームページ 

   「災害応急用井戸について」 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/sumai-ku

rashi/seikatsu/kaiteki/saigai.html#saigaiido 

拠 点 連 絡 協 議 会 総 会 
情 報 提 供 資 料 ( ５ ) 

（担当） 

港北区生活衛生課 

TEL：540-2373 



港北区災害応急用井戸 2022/3/31現在 （敬称略）

番号 井戸所在地 井戸設置者等
1 大曽根台8-31 冨川　
2 菊名3-20-18 平松　
3 岸根町544 山本　
4 小机町1486 四家　
5 小机町221 藤本　
6 小机町241 長嶋　
7 小机町274 山下　
8 小机町409 高橋　
9 小机町434 藤井　

10 小机町866 藤井　
11 小机町997 横溝
12 篠原北1-23-20 臼井　
13 篠原北2-9-29 井谷  
14 篠原台町13-8 八木　
15 篠原町1099 石田　
16 篠原町2604 土橋　
17 篠原町2754 村上　
18 篠原町2813 若林　
19 篠原町71 堤　
20 篠原町82 羽田　
21 篠原西町33-11 篠塚　
22 篠原東3-8-25 小西　
23 下田町2-4-8 渡辺　
24 下田町2-16-32 阿部　
25 下田町3-6-40 島崎　
26 新吉田東1-6-27 長瀬　
27 新吉田東5-47-31 勝岡　
28 新吉田東1-10-34（山に向かい左側） 本多　
29 新吉田町3441 山本　
30 新吉田東4-2-34 金子　
31 新吉田東1-64-17 横溝　
32 新吉田東1-10-7 山本　
33 樽町1-14-45 鈴木　
34 綱島台6-29 小泉　
35 綱島東6-16-16 佐藤　



　　　　　　　　　

番号 井戸所在地 井戸設置者等
36 仲手原1-10-2 臼井　
37 仲手原1-19-7 大澤　
38 仲手原1-3-13 杉山　
39 仲手原2-41-4 金田  
40 仲手原2-45-9 岡本　
41 新羽町1093-11 白岩　
42 新羽町2474-5 佐々木　
43 新羽町4080 米山　
44 新羽町4170 秋本　
45 新羽町4187 峯木　
46 新羽町4350 金子　
47 日吉1-25-5 寺沢　
48 日吉1-9-3 鎌田　
49 日吉本町1-28-26 石川　
50 日吉本町1-32-4 峯尾　
51 日吉本町1-33-14 八木　
52 日吉本町2-10-11 熊澤　
53 日吉本町2-2-3 島津　
54 日吉本町3-1-37 斉藤　
55 日吉本町3-1-38 上田　
56 富士塚2-29-39 加藤　
57 富士塚2-6-5 森　
58 大倉山6-32-23 西山　
59 箕輪町1-25-10 田辺　
60 箕輪町3-3-14 小嶋　
61 箕輪町3-4-6 池本　
62 師岡町1148-4 田中　
63 師岡町539 鈴木　
64 師岡町539 三田村　
65 大倉山2-8-7 （宗）歓成院



② 地域防災拠点では、情報板等のスペースに報告書を掲示するとともに、区災害対策本部

（区役所）へ防災無線等で医療機関の開設状況を報告します。報告の際には、地域防災

拠点に常備されている、「医療機関一覧」を使用します。 

① 地域のクリニック、薬局が最寄りの地域防災拠点へ「災害時医療機関報告書」（以下、

「報告書」という）を持参し、受付に提出します。※様式１－１～３ 

③ 区災害対策本部では、医師会等からの情報も併せて、医療機関の開設情報を集約し、リ

スト化します。 

④ リスト化した医療機関の開設情報を地域防災拠点や関係機関へ情報提供します。 

①
持
参 

②
掲
示 

②
報
告 

③
リ
ス
ト
化 

④
情
報
提
供 

地域防災拠点における医療機関開設情報の取扱いについて 

 

大規模震災時に迅速かつ的確な救援・救助を行うためには、医療機関の開設状況等の

把握が非常に重要となります。 

そのため、港北区では、震災の影響で電話やインターネットが使用不可になった際に、

地域の医療機関の情報集約を目的として、医師会、歯科医師会、薬剤師会加入の医療機関

が自院の開設情報を最寄りの地域防災拠点へ報告します。 

 なお、本件は令和３年度から開始した取組ですが、昨年度は新型コロナの影響で訓練

が行えませんでした。今後も周知啓発及び訓練を行い、地域防災拠点と医療機関それぞ

れに取組の定着を図ってまいりますので、ご協力をお願いします。 

１ 報告の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

クリニック・薬局 

報
告
書 

地域防災拠点 

区災害対策本部

（区役所） 

開
設
情
報

一

覧 

病院・医師会等 

イメージ 

④
情
報
提
供 

拠 点 連 絡 協 議 会 総 会 
情 報 提 供 資 料 （ ６ ) 



【参考】通信手段の回復時 

電話やインターネットの開通後は報告書の運用を停止し、地域防災拠点へは区役

所から情報提供を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 訓練について 

地域防災拠点の訓練に併せて、報告訓練を行う予定です。令和４年度については、

医療機関と調整を行い、対象の地域防災拠点に個別にお声がけさせていただきますの

で、その際には是非ご協力ください。また、次年度以降についても、同訓練を各地域

防災拠点で行っていきますので、訓練内容に取り入れたいという地域防災拠点があり

ましたら、お申し出ください。 

 

＜訓練の流れ＞ 

① 地域防災拠点訓練当日に、医療機関が地域防災拠点へ報告書を持参し、受付に

提出します。 

② 医療機関から報告書を受け取った地域防災拠点は、情報板になりうるスペース

や壁などに報告書を掲示します。 

③ 防災無線の訓練の際に医療機関の開設状況を区本部へ報告します。 

 

 

 

 

 担当：港北区福祉保健課事業企画担当 

久保村、中嶋 

電 話 045（540）2360 

ＦＡＸ 045（540）2368 

②集計 ③報告 ④リスト化 

⑤情報提供 

①開設状況報告 

 

クリニック 

薬局 

医師会、歯科医師会、

薬剤師会 各事務局 
区災害対策本部 

（区役所） 

病院 

地域防災拠点等 



                          

【災害時医療機関報告書】 

この用紙は横浜市域に震度 6 弱以上の地震発生後（それに準ずる災害後）に 
医療機関の被災状況・開設状況を報告する用紙です。 

≪医療機関の方へ≫ 
※近隣の地域防災拠点に、電話やインターネットが開通するまで毎日、当日の状況を記載しお渡しください。

（状況が同じ場合でも、毎日提出してください） 
※既定の地域防災拠点が不明時は近隣の地域防災拠点の拠点受付に報告書を提出してください。 
※災害時は、地域の医療資源を維持するために可能な範囲で開設をお願いします。開設が難しい先生は、

次のステップに進み医療救護活動のご協力をお願いします。 （災害時医療活動：フロー図を参照） 
≪市民の方・医療機関の方≫ 

※診療所・定点診療による診察対象者は、主に軽症患者（緑タグ）となります。 

 

記載日時          年         月           日 

診療機関名 
 

住所  

医師名  

①診療の可否 1. 可 2.一部可 3.不可  

②診療可能

な内容 

以下は、①で 1.可、もしくは 2.一部可と答えた方にお伺いします。 

内科系 1.可 2.不可 小児科 1.可 2.不可 
外科系 1.可 2.不可 院内処方 1.可 2.不可 
軽症の外傷処置 1.可 2.不可 処方箋の発行 1.可 2.不可 
薬や体調の相談 1.可 2.不可  
その他、可能な診療科・ 
診療内容(自由記載) 

 
 

③診察時間 1.通常通り 2.臨時（       ~       ） 
④ライフライン 
の状況 

電気（     ） 水道（         ） ガス（        ） 
通信機器（         ） 電子カルテ（             ） 

＜医療従事者へ＞ 下記の人材・資材が不足しています。ヘルプをお願いします。 

≪地域防災拠点の方のみ≫ 

・ この用紙を１か所にまとめて掲示してください。  

・ 太枠の部分を区役所へ無線等により報告してください。     （実施後☑） 

必要な人材 1.医師 2.看護師 3.薬剤師 4.歯科医師 5.事務員 
必要な資材等 
（自由記載） 

 

医師会用 様式１－１ 



歯科医師会用        【災害時医療機関報告書】 

この用紙は横浜市域に震度 6 弱以上の地震発生後（それに準ずる災害後）に 
医療機関の被災状況・開設状況を報告する用紙です。 

≪医療機関の方へ≫ 
※近隣の地域防災拠点に、電話やインターネットが開通するまで毎日、当日の状況を記載しお渡しください。

（状況が同じ場合でも、毎日提出してください） 
※既定の地域防災拠点が不明時は近隣の地域防災拠点の拠点受付に報告書を提出してください。 
※災害時は、地域の医療資源を維持するために可能な範囲で開設をお願いします。開設が難しい先生は、

次のステップに進み医療救護活動のご協力をお願いします。  
≪市民の方・医療機関の方≫ 

※診療所・定点診療による診察対象者は、主に軽症患者（緑タグ）となります。 

 
＜市民の方・医療機関の方＞ 

記載日時          年         月           日 

診療機関名 
 

住所  

歯科医師名  

①診療の可否 1. 可 2.一部可 3.不可 

②診療可能な 
内容 

以下は、①で 1.可、もしくは 2.一部可と答えた方にお伺いします。 

軽症の外傷処置 1.可 2.不可 歯科診療 １.可 ２．不可 

その他可能な 
診療内容(自由記載) 

 
 

③診察時間 1.通常通り 2.臨時（       ~       ） 

④ライフライン 
の状況 

電気（         ） 水道（        ） ガス（        ） 
通信機器（       ） 電子カルテ（         ） 

 

＜医療従事者へ＞ 下記の人材・資材が不足しています。ヘルプをお願いします。 

 

≪地域防災拠点の方のみ≫ 

・ この用紙を１か所にまとめて掲示してください。 

・ 太枠の部分を区役所へ無線等により報告してください。     （実施後☑） 

必要な資材等 
（自由記載） 

 

様式１－２ 



薬剤師会用 【災害時医療機関報告書】    
この用紙は横浜市域に震度 6 弱以上の地震発生後（それに準ずる災害後）に 

医療機関の被災状況・開設状況を報告する用紙です。

≪医療機関の方へ≫

※近隣の地域防災拠点に、電話やインターネットが開通するまで毎日、当日の状況を記載しお渡しください。

（状況が同じ場合でも、毎日提出してください）

※既定の地域防災拠点が不明時は近隣の地域防災拠点に報告書を提出してください。

※災害時は、地域の医療資源を維持するために可能な範囲で開設をお願いします。開設が難しい先生は、

次のステップに進み医療救護活動のご協力をお願いします。

≪市民の方・医療機関の方≫ 

※診療所・定点診療による診察対象者は、主に軽症患者（緑タグ）となります。

記載日時 年 月 日

薬局名

住所

薬剤師名

①開局の可否 1. 可 2. 一部可 3. 不可

②開局時間 以下は、①で 1.開局可、もしくは 2.一部可と答えた方にお伺いします。 

1.通常通り 2.臨時（ ~ ）

③ライフライン

の状況

電気（ ） 水道（ ） ガス（ ）

通信機器（ ） 電子カルテ（ ）

＜医療従事者へ＞ 下記の資材が不足しています。ヘルプをお願いします。 

≪地域防災拠点の方のみ≫ 

・ この用紙を１か所にまとめて掲示してください。

・ 太枠の部分を区役所へ無線等により報告してください。 （実施後☑） 

必要な資材等

（自由記載） 

様式１－３



別紙：【診療所】港北区医療機関一覧（手持ち用） 　　 年　　 月 　　日　　時  時点

開設可否

医 1 あい診療所 港北区鳥山町1018 595-9481 小児科、内科 1.可　2.一部可　3.不可

医 2 赤石整形外科
港北区綱島東1-2-13
ﾏﾚｯﾄﾋﾞﾙ2F

549-6633 リウマチ科、整形外科、リハビリ科 1.可　2.一部可　3.不可

医 3 あかつきクリニック
港北区綱島東4-2-5
ﾊﾟﾙﾎﾜｲﾄ綱島101号室

543-7101 内科、内科(胃腸)、外科 1.可　2.一部可　3.不可

医 4 浅木クリニック 港北区菊名1-1-8 401-8222
内科、内科(消化器・内視鏡)、外科(整
形)、リハビリテーション科、皮膚科

1.可　2.一部可　3.不可

医 5 あべこどもクリニック
港北区箕輪町2-15-22
ﾋﾟｱﾀｳﾝ日吉1F

566-2112 小児科、アレルギー科 1.可　2.一部可　3.不可

医 6 アモルクリニック
港北区新横浜3-20-3
ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞﾋﾞﾙ701

475-1000
産婦人科、内科、婦人科、内科(血液)、
内科(腫瘍)

1.可　2.一部可　3.不可

医 7 有馬医院
港北区富士塚1-1-9
ｱﾘﾏﾒﾃﾞｨｶ1F 101

431-6565 内科、皮膚科、外科、外科(肛門) 1.可　2.一部可　3.不可

医 8 いいの眼科 港北区綱島西4-8-18-2F 717-9357 眼科 1.可　2.一部可　3.不可

医 9 いけだ整形外科
港北区樽町2-6-40
T-PLATZ 2F

533-6260
リウマチ科、外科、整形外科、リハビ
リ科

1.可　2.一部可　3.不可

医 10 石井心療内科 港北区富士塚1-14-28 433-1420 内科、精神科、神経科、心療内科 1.可　2.一部可　3.不可

医 11 石井内科医院 港北区日吉本町6-26-5 561-4704
内科、内科(呼吸器)、内科(消化器)、内
科(循環器)、小児科

1.可　2.一部可　3.不可

医 12 石川こどもクリニック
港北区師岡町700
ﾄﾚｯｻ横浜南棟1F

533-5065 小児科 1.可　2.一部可　3.不可

医 13 石川整形外科
港北区日吉本町1-15-4
ｱ-ﾙｴｽﾋﾞﾙ

561-8228 リウマチ科、整形外科、リハビリ科 1.可　2.一部可　3.不可

医 14 石橋内科クリニック
港北区日吉本町1-23-14
厚川ﾋﾞﾙ3F

563-3297 内科 1.可　2.一部可　3.不可

医 15 井上胃腸内科クリニック
港北区綱島西3-2-20
綱島別所ﾌﾟﾗｻﾞ2F

540-7754 内科、内科(胃腸)、内科(消化器) 1.可　2.一部可　3.不可

医 16 いのもり脳神経外科クリニック
港北区北新横浜1-2-3
三橋ﾋﾞﾙ2F

533-2727 脳神経外科 1.可　2.一部可　3.不可

医 17 いわの整形外科 港北区小机町444-1 471-5505 リウマチ科、整形外科、リハビリ科 1.可　2.一部可　3.不可

医 18 ウェルケアクリニック 港北区新吉田町6028-1 590-3855 内科、内科(神経) 1.可　2.一部可　3.不可

医 19 内堀医院 港北区新吉田東5-76-10 546-1006 内科、小児科、皮膚科 1.可　2.一部可　3.不可

医 20 内村内科・腎クリニック 港北区日吉5-13-4 534-3334
内科、内科(人工透析)、内科(腎臓)、内
科(糖尿病)

1.可　2.一部可　3.不可

医 21 えびすクリニック
港北区綱島西2-7-2
第7吉田ﾋﾞﾙ2F

546-8611 内科、消化器科 1.可　2.一部可　3.不可

医 22 エンゼル小児科医院 港北区日吉2-9-5 561-3104
内科、循環器科、小児科、アレルギー
科、皮膚科、放射線科

1.可　2.一部可　3.不可

医 23 大石医院 港北区下田町6-15-34 563-8090 皮膚科 1.可　2.一部可　3.不可

医 24 大川小児クリニック
港北区綱島東2-12-19
福島ﾋﾞﾙ1F

546-1071 小児科 1.可　2.一部可　3.不可

医 25 大倉山こじまクリニック
港北区大倉山1-30-1
ﾌﾟﾗｽﾊｳｽ2F

542-3535 内科(消化器・内視鏡)、内科 1.可　2.一部可　3.不可

医 26 大倉山こどもクリニック
港北区大倉山3-26-6
三保ｸﾘﾆｯｸﾋﾞﾙ2F

642-8477 小児科、アレルギー科 1.可　2.一部可　3.不可

医 27 大倉山診療所 港北区大曽根1-17-3 531-4345
内科(呼吸器)、内科、アレルギー科、小
児科

1.可　2.一部可　3.不可

医 28 大倉山耳鼻咽喉科 港北区大倉山3-26-6 545-8711 耳鼻いんこう科、アレルギー科 1.可　2.一部可　3.不可

医 29
大倉山整形外科リウマチ科クリ
ニック

港北区大倉山3-2-18
ｾﾝﾄﾋﾙｽﾞ大倉山1F

540-7700
外科(整形)、リウマチ科、リハビリテー
ション科

1.可　2.一部可　3.不可

医 30 大倉山脳神経外科クリニック
港北区大倉山3-41-22
大倉山ﾒﾃﾞｨｶﾙﾋﾞﾙ3F

548-1117 外科(脳神経) 1.可　2.一部可　3.不可

医 31 大倉山皮フ科クリニック 港北区大倉山1-29-11 544-1817 皮膚科 1.可　2.一部可　3.不可

備考

・災害時医療機関報告書の内容を迅速に伝えるための、補助的なリストです。無線や電話での通信連絡時に使用します。
・太枠内を区役所へ無線等により報告してください。

※港北区医師会加入の診療所を掲載。
※出典：港北ドクターズと横浜市作成の診療所名簿を基にした、令和３年８月１日現在の情報。

通し番号 名　　称（５０音順） 所在地 電話番号 診療科目

見本



医療機関開設状況連絡票 

情報元 通し番号（別紙⼀覧参照） 医療機関名 開設状況

⽉   ⽇  時  分    地域防災拠点  可 ・ ⼀部不可 ・ 不可

⽉   ⽇  時  分    地域防災拠点  可 ・ ⼀部不可 ・ 不可

⽉   ⽇  時  分    地域防災拠点  可 ・ ⼀部不可 ・ 不可

⽉   ⽇  時  分    地域防災拠点  可 ・ ⼀部不可 ・ 不可

⽉   ⽇  時  分    地域防災拠点  可 ・ ⼀部不可 ・ 不可

⽉   ⽇  時  分    地域防災拠点  可 ・ ⼀部不可 ・ 不可

⽉   ⽇  時  分    地域防災拠点  可 ・ ⼀部不可 ・ 不可

⽉   ⽇  時  分    地域防災拠点  可 ・ ⼀部不可 ・ 不可

⽉   ⽇  時  分    地域防災拠点  可 ・ ⼀部不可 ・ 不可

⽉   ⽇  時  分    地域防災拠点  可 ・ ⼀部不可 ・ 不可

⽉   ⽇  時  分    地域防災拠点  可 ・ ⼀部不可 ・ 不可

⽉   ⽇  時  分    地域防災拠点  可 ・ ⼀部不可 ・ 不可

⽉   ⽇  時  分    地域防災拠点  可 ・ ⼀部不可 ・ 不可

⽉   ⽇  時  分    地域防災拠点  可 ・ ⼀部不可 ・ 不可

⽉   ⽇  時  分    地域防災拠点  可 ・ ⼀部不可 ・ 不可

⽉   ⽇  時  分    地域防災拠点  可 ・ ⼀部不可 ・ 不可

⽉   ⽇  時  分    地域防災拠点  可 ・ ⼀部不可 ・ 不可

⽉   ⽇  時  分    地域防災拠点  可 ・ ⼀部不可 ・ 不可

⽉   ⽇  時  分    地域防災拠点  可 ・ ⼀部不可 ・ 不可

受付⽇時

 この連絡票は、地域防災拠点から区情報班に医療機関の開設情報が⼊った際に活⽤します。
 インターネットまたは電話が開通するまでは毎⽇使⽤し、情報班➡医療調整班へ情報共有します。



令和 4 年度 地域防災拠点

災害時の飲料水の確保 訓練・体験メニュー

水道局 菊名水道事務所

水道は、都市のライフラインとして、震災時であっても必要な給水を確保することが不

可欠です。

横浜市水道局では水道施設の耐震化を進めつつ、地域防災拠点では、災害用地下

給水タンクの操作など、災害時に飲料水を確保するための訓練を市民の皆さまと連携

して行っています。

菊名水道事務所では、地域の皆さまが非常時に円滑な応急給水等が行えるよう、訓

練メニューをご用意しております。

また、地域防災拠点の訓練実施に際して、飲料水確保のための講座の実施もご検討

いただければと思います。

【依頼方法】
地域防災拠点参与（各拠点を担当する区役所の課長又は係長）経由で区

役所へご依頼ください。

※ 各拠点 拠点担当参与 区役所防災担当 水道局

ご不明な点がありましたら、下記までお問い合わせください。

【問い合わせ先】

水道局 菊名水道事務所 事務係 防災担当

電話：０４５-５３１-４１８１ ＦＡＸ：０４５-５３１-９９３３

依頼方法及び問い合わせ先

各拠点 拠点担当参与 区役所防災担当 水道局

「災害時の水の確保について（飲料水の備蓄・災害時給水所等）」

《内容》
災害時に飲料水を確保する方法や地下タンク・緊急給水栓の機能や役割、ご家庭

に

おける飲料水の備蓄の必要性などを、参加者の皆さんにチラシを配布して、訓練全体

集会の場や個別訓練の中などで説明します。

（災害時にどのくらいの飲料水が必要なのか、どこへ行けば飲料水の確保が出来る

のか、自助・共助・公助など）

《対象》
すべての地域防災拠点

※ 複数の地域防災拠点訓練日程が重なった場合には、ご希望に添えない場合

が

ございますのであらかじめご了承ください。

《所要時間》

５分～15分

※時間や内容については、参与経由でご相談ください。

２ 概要説明・防災ミニ講座

水道局キャラクター

はまピョン

01140002
テキストボックス
拠点運営委員会総会
情報提供資料（７）



災害用地下給水タンクからの飲料水の確保訓練

《内容》
発災直後において地域の皆さんの助け合いにより災害用地下給水タンクを開設し、

飲料水を提供できるようにするための訓練です。

《対象》
災害用地下給水タンクが設置されている地域防災拠点

《基本メニュー（その１）》
組み立て実技訓練（少人数対象）

全体訓練開始前・終了後に行うことも可能です。

運営委員会メンバー又は運営委員会が指名したメンバー

（食料物資班など）などに対して、装置組み立てや操作な

どの実技訓練を行います。

《所要時間》

30分～45分

《対象人数》

10人～15人程度

※ 訓練の時間や内容に関しましては、参与経由でご相談ください。

災害対策の基本的な考え方

訓練メニュー一覧

１ 実技編 （実際に皆さまに実技を行っていただく訓練）

実技中心
《基本メニュー（その２）》
地下タンク見学・実技講習会（多人数対象）

訓練参加者（複数のグループを構成）を対象に、水道局

職員、地域防災拠点運営委員会または管工事協同組合

職員等が行う装置組立て作業を見学しながら、何名かの

方(5人程度)に組立作業を体験していただきます。

また、災害時の水の確保に関する話として、飲料水の備

蓄等に関する説明をします。

《所要時間》

１グループあたり20分～30分

《対象人数》

１グループ50人以内（実技は5人程度）

説明中心

公助 発災時において、各区災害対策本

部等からの要請により、状況に応じ、

水道局職員等が水質等の安全性の確認後、応急

給水を開設・開始します。

したがって緊急給水栓及び配水池に関しまして

は、

住民の皆様における開設訓練は

必要ありません。

共助 発災直後において、災害用地下

給水タンクの開設及び運営に関しま

しては、地域の方々の助け合いにより行います。

水道局は、平常時に開設訓練の補助をさせて

頂きます。

)

自助 災害に備え１人１日３リットル、

最低３日分で９リットル以上の飲料水

備蓄をお願いしています。
（１日に必要とする飲料水の量の目安は、３リットル程度）

●地域防災拠点における耐震給水栓の活用

配水管から屋外水飲み場までを耐震化した施設で、災害

用地下給水タンク等の応急給水施設が設置されていない

地域防災拠点を対象に整備しています。発災後、特別な作

業をすることなく、市民の皆さまは普段と同様に屋外水の

み場（耐震給水栓）から飲料水を確保することができます。

・21カ所設置済み(令和３年６月現在）（令和５年度までに市

内全48カ所設置予定） ▲ 地域防災拠点に設置された耐震給水栓

看板



地域防災拠点の無線通信について

横浜市アマチュア無線非常通信協力会

　港北区支部

各地域防災拠点の備蓄庫にはアマチュア無線用のトランシーバーとアンテナが
保管されています。
発災時、通常の通信網が使えなくなった場合、この無線機を使い、港北区役所内
に開設される災害対策本部及び近隣の避難所と非常通信を行うことができます。

地域防災訓練では、区役所への「避難所開設報告」の通信訓練をさせて頂き
大変有難うございます。　昨年度は箕輪小学校拠点でも訓練を実施しました。
私達は日頃、アマチュア無線で通信をしていますが、非常通信をする機会は
少ないので貴重な訓練の場となっております。

　港北区内防災拠点数　　２９拠点
　港北区支部登録会員　　８5名　

2022年5月

01140002
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非常通信協力会からのお願い

１．防災訓練の時、通信訓練をさせて下さい。
　　通信を担当するメンバーには常日頃の訓練が必要です。
　　数少ない機会ですので地域防災訓練の計画の中に私達の
　　情報受伝達訓練を入れて下さるようお願いします。

２．地域防災拠点担当メンバー増強のため、ご町内でアマチュア無線
　　の免許をお待ちで地域拠点の担当をして下さる方を ご紹介下さい。
　　 (港北区総務課を通して連絡を頂けます。)　　
　　☆現在、担当者が１名のため特に募集をお願いしたい拠点
　　　綱島小拠点、綱島東小拠点、城郷中拠点、大綱小拠点、
　　　師岡小拠点、高田東小拠点、新吉田小拠点、箕輪小拠点　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よろしくお願いいたします。

横浜市アマチュア無線非常通信協力会

　　　　　　　　　　　　　　　　　港北区支部



港北区災害ボランティア連絡会の活動を知ってください 

 

 

私たちの活動目的                

 

 

 

 

目標達成のための活動 

１、地域を知る 

防災活動や災害時の救援活動は単独の団体でできるほど簡単なものではありません。私たちは防災拠

点運営委員会の皆さんとの協働作業が欠かせないと思っています。拠点運営委員会や町内会、自治会、

区内ボランティア団体とのつながりが不可欠です。そのつながりを生かして、住民の方を支援する多様な

方法を生み出します。 

２、防災を日常ごとにする 

 一番大切なのは日ごろからの減災活動です。地域防災拠点の訓練にも減災プログラムを取り入れ、災害

時の被害を少しでも減らすためのアイデアと人手を提供します。 

３、災害の実態を知る 

 災害により人々の生活は大きく変えられてしまいます。被災地ではどんなことが起きているのか、被災し

た人々はどんな気持ちなのか、減災のためにはどうしたらよいか、などを毎月ニュースで知らせたり、防災

ゲームで学んでいます。 

＊定例会を見に来てください。（毎月第 3 水曜日１０時より） 

＊ニュースご希望の方はご連絡下されば郵送いたします。 

２０２２年度役員 会長：宇田川規夫（国際救急法研究所理事長） 

 副会長：中島一郎（ボーイスカウト第 8団委員長） 

副会長：梶山辰吉（社会福祉協議会事務局次長） 

事務局：港北区社会福祉協議会 

 

＊お問い合わせ先：事務局 045-547-2324（災ボラ担当）へ 

又は HPお問い合わせ欄から投稿してください。 

１、災害による被害を最大限減らすた

め、日ごろから地域の方と減災対策

を実行する。 

そのための広報活動を行う 

２、災害が起きたら、地域や全国から

来るボランティアの皆さんと、生活復

旧のお手伝いのための災害ボランテ

ィアセンターを、区や社協とともに開

設・運営する 

災
ボ
ラ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

 

サ
イ
ボ
君 
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